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石碑を巡る②

沖縄歴史の散歩道
琉球史研究家の上里隆史氏が沖縄の歴史文化の魅力を本誌上で連載しています。

豊見城市字豊見城の泰山石敢當

上里 隆史
（うえざと・たかし）

　琉球史研究家。内閣府
地域活性化伝道師。法政
大学沖縄文化研究所研
究員。早稲田大学大学院
修士課程修了。著書に
『琉球という国があった』（福音館書店、2020
年）、『海の王国・琉球』（ボーダーインク、2018
年）、『マンガ沖縄・琉球の歴史』（河出書房新社、
2016年）、『尚氏と首里城』（吉川弘文館、2015年）
など。N H Kドラマ「テンペスト」時代考証や、
NHK「ブラタモリ」案内人などメディアでも活躍。

　
沖
縄
の
石
碑
で
多
く
の
人
た
ち
に
な

じ
み
の
あ
る
の
が「
石
敢
當（
当
）」で
す
。

Ｔ
字
の
突
き
当
り
に
設
置
さ
れ
た
中
国

伝
来
の
魔
除
け
の
石
碑
で
、
現
在
で
は

沖
縄
各
地
の
、
大
き
な
道
路
か
ら
小
さ

な
路
地
な
ど
い
た
る
と
こ
ろ
に
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。「
石
、
敢
え
て
當
た
る
」

と
石
に
呪
力
を
表
し
た
も
の
と
さ
れ
、

ま
た
民
間
伝
承
で
は
中
国
の
人
物
名
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
石
敢
當
、
最
古
の
も
の
は
ど
こ

に
あ
る
か
と
い
う
と
、
実
は
久
米
島
に

存
在
し
て
い
ま
す
。
久
米
町
字
西
銘
、

旧
上
江
洲
家
住
宅
の
近
く
に
あ
り
、
石

敢
当
は
石
碑
の
か
た
ち
で
小
高
い
丘
に

立
っ
て
い
ま
す
。「
泰
山
石
敢
当
」
と
刻

ま
れ
た
文
字
と
と
も
に
雍
正
11
年

（
1
7
3
3
年
）
の
銘
が
あ
り
、
年
号
が

書
か
れ
て
い
る
も
の
で
は
最
も
古
い
も

の
で
す
。
中
国
の
風
習
で
あ
る
石
敢
當

が
沖
縄
各
地
に
広
ま
っ
た
の
は
、
18
世

紀
以
降
、
風
水
思
想
に
よ
っ
て
集
落
改

変
を
お
こ
な
っ
た
久
米
村
の
人
々
の
指

導
と
考
え
ら
れ
、
実
際
に
集
落
内
に
石

敢
當
を
建
て
る
よ
う
指
導
し
た
記
録
も

残
っ
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
こ
の
石
敢
當
、
数
は
少
な

い
も
の
の
日
本
全
国
に
分
布
し
て
い
て
、

と
く
に
琉
球
と
の
交
流
が
深
か
っ
た
鹿

児
島
県
の
山
川
（
指
宿
市
）
な
ど
に
多

く
見
ら
れ
る
の
も
興
味
深
い
と
こ
ろ
で

す
。
現
地
で
は
「
セ
ッ
カ
ン
ト
ウ
」
と

呼
び
、
そ
の
形
は
将
棋
の
駒
の
よ
う
で

す
。

　
ま
た
現
在
で
は
あ
ま
り
認
知
さ
れ
て

い
な
い
も
の
の
、
梵
字
碑
も
琉
球
の
時

山川の石敢當（鹿児島県指宿市）山川の石敢當（鹿児島県指宿市）

代
に
各
地
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
梵
字

と
は
古
代
イ
ン
ド
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

文
字
で
仏
教
と
と
も
に
伝
え
ら
れ
、
真

言
が
石
碑
に
刻
ま
れ
ま
し
た
。
た
と
え

ば
読
谷
村
渡
具
知
に
あ
る
梵
字
碑
は
梵

字
で
大
日
如
来
の
真
言
で
「
ア
ビ
ラ
ウ

ン
ケ
ン
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
多
良

間
島
の
寺
山
と
呼
ば
れ
る
林
に
も
梵
字

碑
が
あ
り
ま
す
。
1
7
0
1
年
に
建
立

さ
れ
た
も
の
で
、
那
覇
の
護
国
寺
住
持

だ
っ
た
心
海
上
人
が
修
行
の
た
め
多
良

間
島
に
渡
海
し
、
こ
の
地
に
梵
字
碑
を

建
て
た
と
言
い
ま
す
。

　
面
白
い
と
こ
ろ
で
は
、
豊
見
城
市
字

豊
見
城
の
泰
山
石
敢
當
は
、
そ
の
文
字

の
上
に
「
ウ
ン
」
と
い
う
梵
字
が
刻
ま

れ
て
お
り
、
こ
れ
は
一
切
の
障
害
を
降

伏
さ
せ
、
破
る
と
い
う
意
味
合
い
が
あ

り
ま
す
。
つ
ま
り
石
敢
當
の
威
力
を
梵

字
に
よ
っ
て
さ
ら
に
強
化
す
る
意
図
が

あ
っ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

読谷村渡具知の梵字碑

　
こ
の
作
品
は
、今
年
の
「
海
の
月
間
」（
７

月
１
日
〜
31
日
）
行
事
の
一
環
と
し
て
実
施

さ
れ
た
「
中
学
生
海
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」

（
主
催
：
公
益
社
団
法
人
沖
縄
海
事
広
報
協

会
、
後
援
：
沖
縄
総
合
事
務
局
）
の
金
賞
受

賞
作
品
で
す
。
沖
縄
県
内
の
中
学
校
か
ら
応

募
が
あ
っ
た
作
品
の
中
か
ら
選
ば
れ
、
７
月

２
５
日
に
開
催
さ
れ
た
「
令
和
５
年
『
海
の

日
』
海
事
関
係
功
労
者
表
彰
式
典
」
で
沖
縄

総
合
事
務
局
長
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
員
か
ら
「
光
が
差
し
込
む
情
景
の
表

し
方
が
印
象
的
で
、
色
の
濃
淡
、
グ
ラ
デ
ー

シ
ョ
ン
、
ス
パ
ッ
タ
リ
ン
グ
な
ど
の
表
現
技

法
を
生
か
し
た
色
の
対
比
・
配
色
効
果
な
ど

表
現
の
工
夫
が
豊
か
で
あ
る
。
ま
た
、
人
の

手
、
鎖
、
ご
み
袋
の
描
写
は
環
境
問
題
を
訴

え
か
け
る
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
も
表
現
し
て

い
る
。」
と
素
晴
ら
し
い
講
評
を
受
け
ま
し

た
。 海

と
宝
石
と
照
ら
す
月

表
紙
写
真

本誌のタイトルについて 群星 (むりぶし )とは、沖縄の方言で「昴星 (すばるぼし )」のことで「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれます。
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農林水産物・食品の輸出にチャレンジ！「GFP沖縄」がサポートします！

令和４年度における沖縄地区の独占禁止法等の運用状況

大学生が将来のために「財政」、「金融」について考える～ in 名桜大学

20歳未満の喫煙防止等の取組

地方公共団体の財務状況に関する勉強会を開催
～団体の財務状況の分析や収支改善取組事例を紹介～

ご存知ですか？　環境保全型農業の種類とマークについて

身近な原料を使った肥料の利用拡大に向けて

「みどりの食料システム戦略関係事業者向け説明会」を開催しました

「消費者の部屋 夏休み特別講座親子見学バスツアー」を開催しました

中小企業の日・中小企業魅力発信月間イベント
「中小企業魅力発見フェア～元気な中小企業が共創で未来をつくる～」を開催しました

ゆいレール開業 20年の記念日　ゆいレールキャラクター「ゆっぴー」のその昔

「令和４年度沖縄総合事務局開発建設部所管事業優良業者・優秀技術者表彰式」を行いました。

2023年『海の月間』について　～海への理解を深めていただくための取組を行いました～

バングラデシュ、ラオス、ネパール国家公務員との国際交流
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安全なくるま社会実現のために　～９月・10月は「自動車点検整備推進運動強化月間」～

ダっサ！不正改造　～10月は「不正改造車排除強化月間」～

令和５年度陸運関係功労者陸運事務所長表彰式

人事異動

令和５年 10月１日からインボイス制度が始まります！
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ら
し
い
講
評
を
受
け
ま
し

た
。 海

と
宝
石
と
照
ら
す
月

表
紙
写
真

本誌のタイトルについて 群星 (むりぶし )とは、沖縄の方言で「昴星 (すばるぼし )」のことで「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれます。

409号 September-October

沖縄歴史の散歩道 Vol.8

農林水産物・食品の輸出にチャレンジ！「GFP沖縄」がサポートします！

令和４年度における沖縄地区の独占禁止法等の運用状況

大学生が将来のために「財政」、「金融」について考える～ in 名桜大学

20歳未満の喫煙防止等の取組

地方公共団体の財務状況に関する勉強会を開催
～団体の財務状況の分析や収支改善取組事例を紹介～

ご存知ですか？　環境保全型農業の種類とマークについて

身近な原料を使った肥料の利用拡大に向けて

「みどりの食料システム戦略関係事業者向け説明会」を開催しました

「消費者の部屋 夏休み特別講座親子見学バスツアー」を開催しました

中小企業の日・中小企業魅力発信月間イベント
「中小企業魅力発見フェア～元気な中小企業が共創で未来をつくる～」を開催しました

ゆいレール開業 20年の記念日　ゆいレールキャラクター「ゆっぴー」のその昔

「令和４年度沖縄総合事務局開発建設部所管事業優良業者・優秀技術者表彰式」を行いました。

2023年『海の月間』について　～海への理解を深めていただくための取組を行いました～

バングラデシュ、ラオス、ネパール国家公務員との国際交流
～山口大学大学院経済学研究科「沖縄研修出前講座」観光まちづくり座談会～

９月は自賠責制度広報・啓発期間です！　～なくそう。うっかり更新忘れ。～

安全なくるま社会実現のために　～９月・10月は「自動車点検整備推進運動強化月間」～

ダっサ！不正改造　～10月は「不正改造車排除強化月間」～

令和５年度陸運関係功労者陸運事務所長表彰式

人事異動

令和５年 10月１日からインボイス制度が始まります！

夏休みに内閣府を見学「こども霞が関見学デー」・岡田大臣の沖縄訪問

連 載 企 画
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農
林
水
産
物
・
食
品
の

輸
出
拡
大
を
目
指
し
て

　
日
本
の
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出

額
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
２
０
２
１

年
に
は
１
兆
円
を
突
破
し
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ

り
減
退
し
て
い
た
海
外
の
外
食
需
要
が

回
復
し
た
こ
と
に
加
え
て
、Ｅ
Ｃ
販
売
等

も
好
調
で
あ
り
、
日
本
の
農
林
水
産
物
・

食
品
の
新
た
な
販
路
の
拡
大
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る
日
本
に
お

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
国
内
市
場
の
み

に
依
存
す
る
農
林
水
産
業
・
食
品
産
業

の
構
造
を
、
成
長
す
る
海
外
市
場
で
稼

ぐ
方
向
に
転
換
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
り
、
農
林
水
産
省
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
輸
出
拡
大
の
成
果
も
踏
ま
え
、
２
０

２
５
年
ま
で
に
２
兆
円
、
２
０
３
０
年

ま
で
に
５
兆
円
と
い
う
輸
出
額
目
標
を

設
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
官

民
一
体
と
な
っ
て
輸
出
拡
大
に
向
け
た

連
携
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

Ｇ
Ｆ
Ｐ
沖
縄
っ
て
何
？

　
Ｇ
Ｆ
Ｐ（
ジ
ー
・
エ
フ
・
ピ
ー
）
と
は
、 

G
lobal F

arm
ers / F

isherm
en / 

Foresters / Food M
anufacturers 

Project

の
略
称
で
あ
り
、
農
林
水
産
省

が
推
進
す
る
日
本
の
農
林
水
産
物
・
食

品
の
輸
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

農林水産物・食品の輸出にチャレンジ！
「GFP沖縄」がサポートします！

「
Ｇ
Ｆ
Ｐ
輸
出
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト

　
〜
キ
ッ
ク
オ
フ
セ
ミ
ナ
ー
＆
マ
ッ
チ
ン
グ
〜
」を

開
催
し
ま
し
た
！

　
輸
出
は
、
国
内
出
荷
と
は
異
な
り
、

様
々
な
手
続
き
・
規
制
・
言
語
の
ハ
ー

ド
ル
や
独
特
の
商
流
が
存
在
し
、
個
々

の
事
業
者
だ
け
で
は
継
続
的
な
成
果
を

出
す
こ
と
が
困
難
で
す
。
農
林
水
産
省

で
は
、
事
業
者
の
方
が
こ
の
よ
う
な
課

題
を
乗
り
越
え
、ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー

と
つ
な
が
り
、
商
談
の
機
会
を
得
る
た

め
の
「
Ｇ
Ｆ
Ｐ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
」

を
、
２
０
１
８
年
８
月
31
日
に
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の

取
組
に
対
し
て
、
行
政
・Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ

が
一
体
と
な
っ
て
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　「
Ｇ
Ｆ
Ｐ
沖
縄
」
は
、
全
国
版
の
Ｇ
Ｆ

Ｐ
と
連
携
し
、
沖
縄
の
事
業
者
に
密
着

　「
Ｇ
Ｆ
Ｐ
輸
出
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
沖
縄

サ
ミ
ッ
ト 

〜
キ
ッ
ク
オ
フ
セ
ミ
ナ
ー
＆

マ
ッ
チ
ン
グ
〜
」
は
３
部
構
成
で
、
第
１

部「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
戦
略
会
議
」で
は
、

沖
縄
経
由
で
の
輸
出
ビ
ジ
ネ
ス
を
検
討

し
て
い
る
若
手
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

を
対
象
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
か
れ
、

沖
縄
県
産
品
の
輸
出
拡
大
に
向
け
て
Ｇ

Ｆ
Ｐ
を
通
じ
て
進
め
て
い
く
べ
き
取
組

に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

　
第
２
部
「
キ
ッ
ク
オ
フ
セ
ミ
ナ
ー
」
で

は
、
農
林
水
産
省
等
の
関
係
機
関
か
ら

の
支
援
策
の
紹
介
、
先
進
的
な
取
組
を

行
う
県
内
外
の
輸
出
商
社
等
に
よ
る
講

演
が
行
わ
れ
、
新
た
な
輸
出
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
方
・
既
に
輸
出
に
携
わ
っ
て
い
る

方
に
有
益
な
情
報
が
発
信
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
３
部
「
マ
ッ
チ
ン
グ
」
で
は
、
輸
出

経
験
が
豊
富
な
地
域
商
社
等
が
中
心
と

な
っ
て
、
個
別
商
談
会
や
グ
ル
ー
プ
商
談

し
た
輸
出
支
援
体
制
と
し
て
２
０
２
３

年
６
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
沖

縄
の
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
に
取

り
組
み
た
い
・
輸
出
規
模
の
拡
大
を
考

え
て
い
る
事
業
者
間
の
関
係
づ
く
り
や

商
談
の
場
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
、

輸
出
に
取
り
組
む
事
業
者
の
掘
り
起
し
、

支
援
策
の
紹
介
や
輸
出
産
地
サ
ポ
ー

タ
ー
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
り
、
沖

縄
か
ら
の
輸
出
を
後
押
し
し
て
い
き
ま

す
。ま
た
、Ｇ
Ｆ
Ｐ
に
登
録
す
る
こ
と
で
、

輸
出
の
可
能
性
に
つ
い
て
無
料
で
「
輸

出
診
断
」
を
受
け
ら
れ
る
ほ
か
、
輸
出

に
関
す
る
情
報
を
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。Ｇ
Ｆ
Ｐ
沖
縄
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

情
報
は
沖
縄
総
合
事
務
局
Ｈ
Ｐ
又
は
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｇ
Ｆ
Ｐ
沖
縄
の
取
組

　
２
０
２
３
年
７
月
27
日
に
は
、「
Ｇ
Ｆ

Ｐ
沖
縄
」
の
発
足
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
Ｇ

Ｆ
Ｐ
輸
出
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
沖
縄
サ

ミ
ッ
ト 

〜
キ
ッ
ク
オ
フ
セ
ミ
ナ
ー
＆

マ
ッ
チ
ン
グ
〜
」
を
開
催
し
、
沖
縄
の

農
林
水
産
物
・
食
品
輸
出
の
一
歩
を
踏

み
出
す
方
々
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
、 

事
業
者
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
・
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
宮
古
島
・
石
垣
島
で
も
同
様
の
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

GFPコミュニティについて

お
問
合
せ
先

Ｇ
Ｆ
Ｐ
沖
縄
事
務
局

株
式
会
社
プ
ロ
ダ
ク
ツ・プ
ラ
ニ
ン
グ

株
式
会
社
Ａｇ
ｌ
ｉｎ

☎
０
９
８ 

ー 

９
８
７ 

ー 

０
５
８
２

農
林
水
産
部
　
食
料
産
業
課

☎
０
９
８ 

ー 

８
６
６ 

ー 

１
６
７
３

キックオフセミナー スタートアップ戦略会議

グループマッチング個別商談

試食・交流会

会
を
行
い
、
自
社
の
商
品
の
魅
力
紹
介
、

生
産
者
・メ
ー
カ
ー・
輸
出
商
社
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
な
ど
、
取
組
段
階
に
応
じ
て
輸

出
に
向
け
た
関
係
づ
く
り
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
第
２
部
と
第
３
部
の
合
間
に

は
、
参
加
事
業
者
に
よ
る
産
品
の
試
食

を
交
え
た
交
流
会
が
開
か
れ
、
参
加
者

同
士
の
名
刺
交
換
や
意
見
交
換
等
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
本
サ
ミ
ッ
ト
全
体
を
通
し
て
約
１
０

０
名
と
多
く
の
関
係
者
が
参
加
し
、
沖

縄
か
ら
の
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出

を
後
押
し
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
沖
縄
か
ら
の
輸

出
の
状
況
や
、
輸
出
先
国
の
状
況
・
ニ
ー

ズ
等
を
具
体
的
に
聞
く
こ
と
が
で
き
て

大
変
参
考
に
な
っ
た
」、「
様
々
な
輸
出

関
連
業
者
と
意
見
交
換
が
で
き
、
つ
な

が
り
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
っ
た

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
沖
縄
総
合
事
務
局
と
し
て
も
、
こ
の

イ
ベ
ン
ト
を
契
機
に
、
参
加
し
た
事
業

者
が
輸
出
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う

支
援
策
の
活
用
を
進
め
る
な
ど
継
続
し

て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
輸
出
に
取
り
組
む
第
一
歩
と
し
て
、

ま
た
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
と

の
繋
が
り
を
構
築
す
る
機
会
と
し
て
、Ｇ

Ｆ
Ｐ
へ
登
録
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

GFP登録ページ

【
第
２
部
】キ
ッ
ク
オ
フ
セ
ミ
ナ
ー
登
壇
者（
発
表
順
）

・
Ｇ
Ｆ
Ｐ
沖
縄
事
務
局
（
株
式
会
社
Ａｇ
ｌ
ｉ
ｎ 

）

・
農
林
水
産
省
（
輸
出
支
援
課
Ｇ
Ｆ
Ｐ
室
）

・
沖
縄
県
（
ア
ジ
ア
経
済
戦
略
課
）

・
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
沖
縄

・
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
沖
縄
事
務
所

・
一
般
財
団
法
人
沖
縄
県
貿
易
協
会

・
株
式
会
社
萌
す

・
株
式
会
社
ジ
ェ
イ
シ
ー
シ
ー

・
島
唐
食
品
合
同
会
社

・
株
式
会
社
マ
リ
ン
ポ
ー
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

・
オ
イ
シ
ッ
ク
ス
・
ラ
・
大
地
株
式
会
社

GFPロゴ

沖縄総合事務局HP
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農
林
水
産
物
・
食
品
の

輸
出
拡
大
を
目
指
し
て

　
日
本
の
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出

額
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
２
０
２
１

年
に
は
１
兆
円
を
突
破
し
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ

り
減
退
し
て
い
た
海
外
の
外
食
需
要
が

回
復
し
た
こ
と
に
加
え
て
、Ｅ
Ｃ
販
売
等

も
好
調
で
あ
り
、
日
本
の
農
林
水
産
物
・

食
品
の
新
た
な
販
路
の
拡
大
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る
日
本
に
お

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
国
内
市
場
の
み

に
依
存
す
る
農
林
水
産
業
・
食
品
産
業

の
構
造
を
、
成
長
す
る
海
外
市
場
で
稼

ぐ
方
向
に
転
換
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
り
、
農
林
水
産
省
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
輸
出
拡
大
の
成
果
も
踏
ま
え
、
２
０

２
５
年
ま
で
に
２
兆
円
、
２
０
３
０
年

ま
で
に
５
兆
円
と
い
う
輸
出
額
目
標
を

設
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
官

民
一
体
と
な
っ
て
輸
出
拡
大
に
向
け
た

連
携
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

Ｇ
Ｆ
Ｐ
沖
縄
っ
て
何
？

　
Ｇ
Ｆ
Ｐ（
ジ
ー
・
エ
フ
・
ピ
ー
）
と
は
、 

G
lobal F

arm
ers / F

isherm
en / 

Foresters / Food M
anufacturers 

Project

の
略
称
で
あ
り
、
農
林
水
産
省

が
推
進
す
る
日
本
の
農
林
水
産
物
・
食

品
の
輸
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

農林水産物・食品の輸出にチャレンジ！
「GFP沖縄」がサポートします！

「
Ｇ
Ｆ
Ｐ
輸
出
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト

　
〜
キ
ッ
ク
オ
フ
セ
ミ
ナ
ー
＆
マ
ッ
チ
ン
グ
〜
」を

開
催
し
ま
し
た
！

　
輸
出
は
、
国
内
出
荷
と
は
異
な
り
、

様
々
な
手
続
き
・
規
制
・
言
語
の
ハ
ー

ド
ル
や
独
特
の
商
流
が
存
在
し
、
個
々

の
事
業
者
だ
け
で
は
継
続
的
な
成
果
を

出
す
こ
と
が
困
難
で
す
。
農
林
水
産
省

で
は
、
事
業
者
の
方
が
こ
の
よ
う
な
課

題
を
乗
り
越
え
、ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー

と
つ
な
が
り
、
商
談
の
機
会
を
得
る
た

め
の
「
Ｇ
Ｆ
Ｐ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
」

を
、
２
０
１
８
年
８
月
31
日
に
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の

取
組
に
対
し
て
、
行
政
・Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ

が
一
体
と
な
っ
て
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　「
Ｇ
Ｆ
Ｐ
沖
縄
」
は
、
全
国
版
の
Ｇ
Ｆ

Ｐ
と
連
携
し
、
沖
縄
の
事
業
者
に
密
着

　「
Ｇ
Ｆ
Ｐ
輸
出
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
沖
縄

サ
ミ
ッ
ト 

〜
キ
ッ
ク
オ
フ
セ
ミ
ナ
ー
＆

マ
ッ
チ
ン
グ
〜
」
は
３
部
構
成
で
、
第
１

部「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
戦
略
会
議
」で
は
、

沖
縄
経
由
で
の
輸
出
ビ
ジ
ネ
ス
を
検
討

し
て
い
る
若
手
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

を
対
象
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
か
れ
、

沖
縄
県
産
品
の
輸
出
拡
大
に
向
け
て
Ｇ

Ｆ
Ｐ
を
通
じ
て
進
め
て
い
く
べ
き
取
組

に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

　
第
２
部
「
キ
ッ
ク
オ
フ
セ
ミ
ナ
ー
」
で

は
、
農
林
水
産
省
等
の
関
係
機
関
か
ら

の
支
援
策
の
紹
介
、
先
進
的
な
取
組
を

行
う
県
内
外
の
輸
出
商
社
等
に
よ
る
講

演
が
行
わ
れ
、
新
た
な
輸
出
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
方
・
既
に
輸
出
に
携
わ
っ
て
い
る

方
に
有
益
な
情
報
が
発
信
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
３
部
「
マ
ッ
チ
ン
グ
」
で
は
、
輸
出

経
験
が
豊
富
な
地
域
商
社
等
が
中
心
と

な
っ
て
、
個
別
商
談
会
や
グ
ル
ー
プ
商
談

し
た
輸
出
支
援
体
制
と
し
て
２
０
２
３

年
６
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
沖

縄
の
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
に
取

り
組
み
た
い
・
輸
出
規
模
の
拡
大
を
考

え
て
い
る
事
業
者
間
の
関
係
づ
く
り
や

商
談
の
場
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
、

輸
出
に
取
り
組
む
事
業
者
の
掘
り
起
し
、

支
援
策
の
紹
介
や
輸
出
産
地
サ
ポ
ー

タ
ー
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
り
、
沖

縄
か
ら
の
輸
出
を
後
押
し
し
て
い
き
ま

す
。ま
た
、Ｇ
Ｆ
Ｐ
に
登
録
す
る
こ
と
で
、

輸
出
の
可
能
性
に
つ
い
て
無
料
で
「
輸

出
診
断
」
を
受
け
ら
れ
る
ほ
か
、
輸
出

に
関
す
る
情
報
を
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。Ｇ
Ｆ
Ｐ
沖
縄
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

情
報
は
沖
縄
総
合
事
務
局
Ｈ
Ｐ
又
は
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｇ
Ｆ
Ｐ
沖
縄
の
取
組

　
２
０
２
３
年
７
月
27
日
に
は
、「
Ｇ
Ｆ

Ｐ
沖
縄
」
の
発
足
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
Ｇ

Ｆ
Ｐ
輸
出
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
沖
縄
サ

ミ
ッ
ト 

〜
キ
ッ
ク
オ
フ
セ
ミ
ナ
ー
＆

マ
ッ
チ
ン
グ
〜
」
を
開
催
し
、
沖
縄
の

農
林
水
産
物
・
食
品
輸
出
の
一
歩
を
踏

み
出
す
方
々
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
、 

事
業
者
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
・
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
宮
古
島
・
石
垣
島
で
も
同
様
の
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

GFPコミュニティについて

お
問
合
せ
先

Ｇ
Ｆ
Ｐ
沖
縄
事
務
局

株
式
会
社
プ
ロ
ダ
ク
ツ・プ
ラ
ニ
ン
グ

株
式
会
社
Ａｇ
ｌ
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☎
０
９
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ー 

９
８
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ー 

０
５
８
２

農
林
水
産
部
　
食
料
産
業
課

☎
０
９
８ 

ー 

８
６
６ 

ー 

１
６
７
３

キックオフセミナー スタートアップ戦略会議

グループマッチング個別商談

試食・交流会

会
を
行
い
、
自
社
の
商
品
の
魅
力
紹
介
、

生
産
者
・メ
ー
カ
ー・
輸
出
商
社
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
な
ど
、
取
組
段
階
に
応
じ
て
輸

出
に
向
け
た
関
係
づ
く
り
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
第
２
部
と
第
３
部
の
合
間
に

は
、
参
加
事
業
者
に
よ
る
産
品
の
試
食

を
交
え
た
交
流
会
が
開
か
れ
、
参
加
者

同
士
の
名
刺
交
換
や
意
見
交
換
等
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
本
サ
ミ
ッ
ト
全
体
を
通
し
て
約
１
０

０
名
と
多
く
の
関
係
者
が
参
加
し
、
沖

縄
か
ら
の
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出

を
後
押
し
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
沖
縄
か
ら
の
輸

出
の
状
況
や
、
輸
出
先
国
の
状
況
・
ニ
ー

ズ
等
を
具
体
的
に
聞
く
こ
と
が
で
き
て

大
変
参
考
に
な
っ
た
」、「
様
々
な
輸
出

関
連
業
者
と
意
見
交
換
が
で
き
、
つ
な

が
り
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
っ
た

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
沖
縄
総
合
事
務
局
と
し
て
も
、
こ
の

イ
ベ
ン
ト
を
契
機
に
、
参
加
し
た
事
業

者
が
輸
出
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う

支
援
策
の
活
用
を
進
め
る
な
ど
継
続
し

て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
輸
出
に
取
り
組
む
第
一
歩
と
し
て
、

ま
た
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
と

の
繋
が
り
を
構
築
す
る
機
会
と
し
て
、Ｇ

Ｆ
Ｐ
へ
登
録
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
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下請法
１　内　容

　下請法は、下請取引の公正化と下請事業者の利益保護を目的としています。製造業からサービス業まで、さまざまな業
種において適用対象となる取引を明確に示すとともに、親事業者(おやじぎょうしゃ)の義務と禁止行為を具体的に定めて
います。 

　54件の下請法違反被疑事件を処理し、うち50件について指導を行いました。
　指導を行った親事業者から下請事業者52名に対して、総額79万円の原状回復が行われました。（指導件数及び原状回
復額ともに過去最高水準）

　下請法等の普及・啓発及び効果的な運用に資するため、下請取引等改善協力委員から下請取引の現状等
について意見聴取を行ったほか、事業者団体等が開催する研修会等に１回の出講を実施しました。

３　主な違反事例の概要

４　広報・広聴活動

〇　自動車の修理を下請事業者に委託しているＡ社は、発注時に発注内容等を記載して下請事業者に交付すべき書面を
交付していなかった。（書面の交付義務）
〇　イベントの運営業務を下請事業者に委託しているＢ社は、下請事業者からの請求書の提出が遅れたことを理由とし
て、下請事業者の給付を受領しているにもかかわらず、あらかじめ定めた支払期日までに下請代金を支払っていなかっ
た。（下請代金の支払遅延）
〇　ガス漏れ等の修理を下請事業者に委託しているＣ社は、「毎月20日締切、翌月末日支払」の支払制度を採っているた
め、下請事業者からの給付を受領してから60日を経過して下請代金を支払っていた。（下請代金の支払遅延）
〇　ガス漏れ等の修理を下請事業者に委託しているＤ社は、下請事業者との間で、下請代金を下請事業者の銀行口座に振
り込む際の手数料を下請事業者が負担することについて、あらかじめ書面で合意をしていたところ、振込手数料を超え
る額を下請代金の額から減じていた。（下請代金の減額）
〇　貨物の配送業務を下請事業者に委託しているＥ社は、一部の下請事業者と協議して決めた単価をその他多数の下請
事業者の単価として、下請事業者と十分に協議することなく、一方的に下請代金の額を定めていた。（買いたたき）

２　処理件数

景品表示法
１　内　容

　消費者誰もがより良い商品・サービスを求めています。ところが、実際よりもよく見せる表示（不当表示）や、過大な景
品類の提供（不当景品類）が行われたりすると、それらにつられて消費者が、実際には質の良くない商品・サービスを買っ
てしまい、不利益を被るおそれがあります。景品表示法は、このような行為から一般消費者の利益を保護することを目的
としています。

　１件の措置命令（不当表示）を行いました。

　景品表示法の普及・啓発及び効果的な運用に資するため、景品表示法説明会等を４回行いました。

３　違反事例の概要

４　広報・広聴活動

　沖縄特産販売株式会社は、珪素を含む食品を販売するに当たり、あたかも、本件商品を摂取等するだけで、血液サラサ
ラ、しみ・しわ解消などの効果が得られるかのように表示していました。しかし、実際には、表示の裏付けとなる合理的な
根拠の提出がなく、表示どおりの効果があるとまでは認められないものでした。（優良誤認）

２　処理件数

独占禁止法

45

総　務　部

No.1

仕事の仕事の

窓
令和４年度における沖縄地区の
独占禁止法等の運用状況

▲有識者との懇談会の様子 ▲独占禁止法教室の様子

　公正取引委員会は、毎年、前年度における独占禁止法等の所管法それぞれの運用状況
（事件処理件数、違反事例、広報・広聴活動等）について、全国及び各地方事務所別に
公表しています。
　今号では、今年６月に沖縄総合事務局総務部公正取引課が公表した、令和４年度にお
ける沖縄地区の独占禁止法、下請法及び景品表示法の運用状況について、ご紹介します。
　※内閣府沖縄総合事務局総務部公正取引室は、令和５年４月１日に公正取引課に組織
替えされました。

独占禁止法等に関するご相談や講師派遣のご依頼などがありましたら、お気軽にご連絡ください。
【お問合せ先】　総務部　公正取引課　０９８ｰ８６６ｰ００４９

ご紹介した各法の詳しい説明については、右二次元コード
からご覧いただけます。

▲ 独占禁止法 ▲ 景品表示法▲ 下請法

１　内　容
　独占禁止法は、自由経済社会において、事業者が事業活動を行うに当たって守るべきルールを定め、公正かつ自由な競
争を妨げる行為を規制しています。

　独占禁止法等の普及・啓発及び競争政策の運営に資するため、独占禁止政策協力委員から独占禁止法等の運用や競
争政策の運営等について意見聴取を行ったほか、有識者との懇談会を３回、独占禁止法説明会等を１８回、独占禁止法教
室を２回行いました。

３　違反事例の概要

４　広報・広聴活動

〇優越的地位の濫用
　　スーパーマーケットを営むＡは、
　ア　購入・利用強制
　納入業者に対し、バイヤーから、納入業者との取引に関係のないクリスマスケーキ、ワイン、うなぎ等の季節商品の
購入を要請していた。

　イ　協賛金等の負担の要請
　納入業者に対し、新規開店の際の新聞広告に充てるための「広告協賛金」や中元や歳暮の商戦の際のチラシの作
成に充てるための「ギフトチラシの協賛金」と称して、事前に算出根拠等を説明することなく金銭の負担を要求して
いた。

　ウ　従業員等の派遣の要請
　納入業者に対し、新規開店、改装開店及び棚替えに際し、従業員等の派遣を要請し、他社商品を含む商品の陳列
作業を行わせているにもかかわらず、日当や交通費等の納入業者が従業員等を派遣するために通常必要となる費用
を負担していなかった。

〇排他条件付取引、拘束条件付取引
　建設資材の販売業を営む団体Ｂは、組合員に対して、製造した建設資材の全量をＢに出荷することを義務付けてい
た。
〇事業者団体による価格決定
　農作業の委託事業を営む団体Ｃ及び団体Ｄは、農家から依頼を受ける農作物Ｘの機械収穫作業の受託料金につい
て、共同して、値上げを決定していた。

２　処理件数
　３件の事件について注意を行いました。

「どっきん」

「オットリー長官」



下請法
１　内　容

　下請法は、下請取引の公正化と下請事業者の利益保護を目的としています。製造業からサービス業まで、さまざまな業
種において適用対象となる取引を明確に示すとともに、親事業者(おやじぎょうしゃ)の義務と禁止行為を具体的に定めて
います。 

　54件の下請法違反被疑事件を処理し、うち50件について指導を行いました。
　指導を行った親事業者から下請事業者52名に対して、総額79万円の原状回復が行われました。（指導件数及び原状回
復額ともに過去最高水準）

　下請法等の普及・啓発及び効果的な運用に資するため、下請取引等改善協力委員から下請取引の現状等
について意見聴取を行ったほか、事業者団体等が開催する研修会等に１回の出講を実施しました。

３　主な違反事例の概要

４　広報・広聴活動

〇　自動車の修理を下請事業者に委託しているＡ社は、発注時に発注内容等を記載して下請事業者に交付すべき書面を
交付していなかった。（書面の交付義務）
〇　イベントの運営業務を下請事業者に委託しているＢ社は、下請事業者からの請求書の提出が遅れたことを理由とし
て、下請事業者の給付を受領しているにもかかわらず、あらかじめ定めた支払期日までに下請代金を支払っていなかっ
た。（下請代金の支払遅延）
〇　ガス漏れ等の修理を下請事業者に委託しているＣ社は、「毎月20日締切、翌月末日支払」の支払制度を採っているた
め、下請事業者からの給付を受領してから60日を経過して下請代金を支払っていた。（下請代金の支払遅延）
〇　ガス漏れ等の修理を下請事業者に委託しているＤ社は、下請事業者との間で、下請代金を下請事業者の銀行口座に振
り込む際の手数料を下請事業者が負担することについて、あらかじめ書面で合意をしていたところ、振込手数料を超え
る額を下請代金の額から減じていた。（下請代金の減額）
〇　貨物の配送業務を下請事業者に委託しているＥ社は、一部の下請事業者と協議して決めた単価をその他多数の下請
事業者の単価として、下請事業者と十分に協議することなく、一方的に下請代金の額を定めていた。（買いたたき）

２　処理件数

景品表示法
１　内　容

　消費者誰もがより良い商品・サービスを求めています。ところが、実際よりもよく見せる表示（不当表示）や、過大な景
品類の提供（不当景品類）が行われたりすると、それらにつられて消費者が、実際には質の良くない商品・サービスを買っ
てしまい、不利益を被るおそれがあります。景品表示法は、このような行為から一般消費者の利益を保護することを目的
としています。

　１件の措置命令（不当表示）を行いました。

　景品表示法の普及・啓発及び効果的な運用に資するため、景品表示法説明会等を４回行いました。

３　違反事例の概要

４　広報・広聴活動

　沖縄特産販売株式会社は、珪素を含む食品を販売するに当たり、あたかも、本件商品を摂取等するだけで、血液サラサ
ラ、しみ・しわ解消などの効果が得られるかのように表示していました。しかし、実際には、表示の裏付けとなる合理的な
根拠の提出がなく、表示どおりの効果があるとまでは認められないものでした。（優良誤認）

２　処理件数

独占禁止法

45

総　務　部

No.1

仕事の仕事の

窓
令和４年度における沖縄地区の
独占禁止法等の運用状況

▲有識者との懇談会の様子 ▲独占禁止法教室の様子

　公正取引委員会は、毎年、前年度における独占禁止法等の所管法それぞれの運用状況
（事件処理件数、違反事例、広報・広聴活動等）について、全国及び各地方事務所別に
公表しています。
　今号では、今年６月に沖縄総合事務局総務部公正取引課が公表した、令和４年度にお
ける沖縄地区の独占禁止法、下請法及び景品表示法の運用状況について、ご紹介します。
　※内閣府沖縄総合事務局総務部公正取引室は、令和５年４月１日に公正取引課に組織
替えされました。

独占禁止法等に関するご相談や講師派遣のご依頼などがありましたら、お気軽にご連絡ください。
【お問合せ先】　総務部　公正取引課　０９８ｰ８６６ｰ００４９

ご紹介した各法の詳しい説明については、右二次元コード
からご覧いただけます。

▲ 独占禁止法 ▲ 景品表示法▲ 下請法

１　内　容
　独占禁止法は、自由経済社会において、事業者が事業活動を行うに当たって守るべきルールを定め、公正かつ自由な競
争を妨げる行為を規制しています。

　独占禁止法等の普及・啓発及び競争政策の運営に資するため、独占禁止政策協力委員から独占禁止法等の運用や競
争政策の運営等について意見聴取を行ったほか、有識者との懇談会を３回、独占禁止法説明会等を１８回、独占禁止法教
室を２回行いました。

３　違反事例の概要

４　広報・広聴活動

〇優越的地位の濫用
　　スーパーマーケットを営むＡは、
　ア　購入・利用強制
　納入業者に対し、バイヤーから、納入業者との取引に関係のないクリスマスケーキ、ワイン、うなぎ等の季節商品の
購入を要請していた。

　イ　協賛金等の負担の要請
　納入業者に対し、新規開店の際の新聞広告に充てるための「広告協賛金」や中元や歳暮の商戦の際のチラシの作
成に充てるための「ギフトチラシの協賛金」と称して、事前に算出根拠等を説明することなく金銭の負担を要求して
いた。

　ウ　従業員等の派遣の要請
　納入業者に対し、新規開店、改装開店及び棚替えに際し、従業員等の派遣を要請し、他社商品を含む商品の陳列
作業を行わせているにもかかわらず、日当や交通費等の納入業者が従業員等を派遣するために通常必要となる費用
を負担していなかった。

〇排他条件付取引、拘束条件付取引
　建設資材の販売業を営む団体Ｂは、組合員に対して、製造した建設資材の全量をＢに出荷することを義務付けてい
た。
〇事業者団体による価格決定
　農作業の委託事業を営む団体Ｃ及び団体Ｄは、農家から依頼を受ける農作物Ｘの機械収穫作業の受託料金につい
て、共同して、値上げを決定していた。

２　処理件数
　３件の事件について注意を行いました。

「どっきん」

「オットリー長官」
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大学生が将来のために
「財政」、「金融」について考える

～ in 名桜大学

地
方
公
共
団
体
の
財
務
状
況
に

関
す
る
勉
強
会
を
開
催

　
財
務
部
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
へ
、

財
務
省
や
金
融
庁
の
施
策
を
お
伝
え
す

る
た
め
、
出
前
講
座
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
号
で
は
、
7
月
24
日
に
名
桜
大

学（
2
〜
4
年
生
45
名
）で
行
っ
た
財
政
・

金
融
授
業
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
授
業
で
は
、
最
初
に
、「
成
年
年
齢
引

下
げ
に
か
か
る
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー 

〜
社

会
へ
の
扉
を
前
に
〜 

」
と
題
し
て
、
契

約
に
お
け
る
注
意
点
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
の
仕
組
み
や
留
意
点
、
分
割
払
い
と

リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
払
い
の
手
数
料
総
額
の

比
較
、
多
重
債
務
に
陥
ら
な
い
た
め
の

注
意
点
等
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
金
融
等
の
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
た
め
の
基
礎
知
識
と
し
て
、

L
I
N
E
や
S
N
S
等
を
通
じ
た
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
の
具
体
例
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
投
資
等
の
儲
け
話
に
お
い
て
、

「
必
ず
儲
か
る
」、「
絶
対
に
大
丈
夫
」
と

い
う
誘
い
文
句
や
「
海
外
の
業
者
」、「
自

動
売
買
ツ
ー
ル
」
な
ど
の
ワ
ー
ド
に
特

に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
説
明

し
、
何
か
あ
っ
た
場
合
の
相
談
窓
口
を

紹
介
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、「（
み
ん
な
の
将
来
の
た
め

に
）財
政
に
つ
い
て
考
え
る
」と
題
し
て
、

日
本
で
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
社
会

保
障
費
が
増
加
し
続
け
て
い
る
も
の
の
、

そ
の
増
加
分
を
税
収
で
は
賄
え
ず
、
国

の
借
金
が
増
え
続
け
て
い
る
こ
と
、
ま

た
、
諸
外
国
に
比
べ
日
本
の
社
会
保
障

は
「
給
付
（
社
会
保
障
支
出
）
に
対
し

て「
負
担（
税
・
社
会
保
険
料
）」が
低
く
、

高
齢
化
に
伴
う
社
会
保
障
の
給
付
と
国

民
負
担
の
関
係
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

国
民
全
体
で
議
論
し
て
い
く
必
要
が
あ

20
歳
未
満
の

喫
煙
防
止
等
の
取
組

　
沖
縄
県
社
会
教
育
関
係
団
体
等
連
絡

会
の
主
催
に
よ
る
「
沖
縄
県
社
会
教
育

関
係
団
体
等
連
絡
会
・
高
校
生
・
関
連

企
業
　
共
同
ア
ピ
ー
ル
２
０
２
３
」
が
、

７
月
13
日
に
実
施
さ
れ
、
当
局
も
参
加

し
ま
し
た
。

　
本
活
動
は
、
青
少
年
健
全
育
成
の
一

環
と
し
て
県
民
総
ぐ
る
み
で
「
地
域
の

子
は
地
域
で
守
り
育
て
る
」
気
運
を
高

め
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
安
全
で

安
心
に
過
ご
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を

目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　
今
年
度
は
、
高
校
生
が
中
心
と
な
っ

た
活
動
と
し
て
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま

で
の
各
年
代
を
対
象
に
、
20
歳
未
満
の

喫
煙
防
止
や
受
動
喫
煙
の
恐
ろ
し
さ
、

薬
物
使
用
防
止
等
を
訴
え
る
ポ
ス
タ
ー
・

チ
ラ
シ
を
高
校
生
が
制
作
し
、
当
日
、

参
加
し
た
４
つ
の
高
校
か
ら
ポ
ス
タ
ー
・

チ
ラ
シ
の
内
容
の
紹
介
、
展
示
が
あ
り

ま
し
た
。

　
当
局
で
は
、
20
歳
未
満
の
喫
煙
防
止

等
に
向
け
、
引
き
続
き
、
関
係
団
体
と

連
携
を
図
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
財
務
部
理
財
課
で
は
、
財
政
融
資
資

金
の
貸
し
手
と
し
て
、
地
方
公
共
団
体

の
債
務
償
還
能
力
や
資
金
繰
り
の
状
況

に
つ
い
て
、
分
析
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

い
、
結
果
概
要
（
診
断
表
）
を
交
付
す

る
「
地
方
公
共
団
体
の
財
務
状
況
把
握
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
伊
是
名
村
か
ら
の
要
望
を
受

け
て
、
６
月
29
日
に
同
村
役
場
に
お
い

て
財
務
状
況
に
関
す
る
勉
強
会
を
実
施

し
ま
し
た
。
勉
強
会
に
は
、
財
政
担
当

お
問
合
せ
先

財
務
部
　
理
財
課

「
地
域
課
題
解
決
サ
ポ
ー
ト
窓
口
」

☎
０
９
８ 

ー 

８
６
６ 

ー 

０
０
９
２

お
問
合
せ
先

財
務
部
　
財
務
課
（
地
域
連
携
担
当
）　

☎
0
9
8 

ー 

8
6
6 

ー 

0
0
9
1

お
問
合
せ
先

財
務
部
　
理
財
課

☎
０
９
８
ー

８
６
６
ー

０
０
９
２

る
こ
と
を
説
明
し
た
上
で
、
一
人
ひ
と

り
が
予
算
の
使
い
方
を
真
剣
に
考
え
、

ど
の
よ
う
に
財
政
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ

て
い
く
か
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
な
こ

と
と
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
の
使
い
方
を
見
直
そ
う
と

思
っ
た
」、「
財
政
の
現
状
に
つ
い
て
、

普
段
勉
強
し
て
い
る
こ
と
を
振
り
返
る

こ
と
が
で
き
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
た
」
等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　
財
務
部
の
出
前
講
座
に
つ
い
て
は
、

左
記
連
絡
先
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲授業の様子 ▲財務部職員による説明の様子

▲高校生によるポスターの紹介

制作されたポスターの一例▶

〜
団
体
の
財
務
状
況
の
分
析
や

　収
支
改
善
取
組
事
例
を
紹
介
〜

勉強会の様子

課
や
事
業
担
当
課
の
職
員
が
参
加
し
、

理
財
課
の
担
当
者
か
ら
同
村
の
財
務
状

況
の
分
析
結
果
を
説
明
し
た
ほ
か
、
他

の
市
町
村
が
取
り
組
ん
で
い
る
収
支
改

善
事
例
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
村
の
財
政
状
況
に

つ
い
て
、
財
政
担
当
課
だ
け
で
は
な
く

村
全
体
で
共
有
し
、
各
課
で
取
り
組
め

る
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」

な
ど
の
意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
財
務
部
理
財
課
で
は
、
今
後
も
財
務

状
況
に
関
す
る
勉
強
会
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
常
設

の
「
地
域
課
題

解
決
サ
ポ
ー
ト

窓
口
」
を
設
置

し
て
、
地
方
公

共
団
体
の
健
全

な
財
政
維
持
に

向
け
積
極
的
に

支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

勉強会資料
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大学生が将来のために
「財政」、「金融」について考える

～ in 名桜大学

地
方
公
共
団
体
の
財
務
状
況
に

関
す
る
勉
強
会
を
開
催

　
財
務
部
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
へ
、

財
務
省
や
金
融
庁
の
施
策
を
お
伝
え
す

る
た
め
、
出
前
講
座
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
号
で
は
、
7
月
24
日
に
名
桜
大

学（
2
〜
4
年
生
45
名
）で
行
っ
た
財
政
・

金
融
授
業
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
授
業
で
は
、
最
初
に
、「
成
年
年
齢
引

下
げ
に
か
か
る
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー 

〜
社

会
へ
の
扉
を
前
に
〜 

」
と
題
し
て
、
契

約
に
お
け
る
注
意
点
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
の
仕
組
み
や
留
意
点
、
分
割
払
い
と

リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
払
い
の
手
数
料
総
額
の

比
較
、
多
重
債
務
に
陥
ら
な
い
た
め
の

注
意
点
等
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
金
融
等
の
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
た
め
の
基
礎
知
識
と
し
て
、

L
I
N
E
や
S
N
S
等
を
通
じ
た
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
の
具
体
例
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
投
資
等
の
儲
け
話
に
お
い
て
、

「
必
ず
儲
か
る
」、「
絶
対
に
大
丈
夫
」
と

い
う
誘
い
文
句
や
「
海
外
の
業
者
」、「
自

動
売
買
ツ
ー
ル
」
な
ど
の
ワ
ー
ド
に
特

に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
説
明

し
、
何
か
あ
っ
た
場
合
の
相
談
窓
口
を

紹
介
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、「（
み
ん
な
の
将
来
の
た
め

に
）財
政
に
つ
い
て
考
え
る
」と
題
し
て
、

日
本
で
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
社
会

保
障
費
が
増
加
し
続
け
て
い
る
も
の
の
、

そ
の
増
加
分
を
税
収
で
は
賄
え
ず
、
国

の
借
金
が
増
え
続
け
て
い
る
こ
と
、
ま

た
、
諸
外
国
に
比
べ
日
本
の
社
会
保
障

は
「
給
付
（
社
会
保
障
支
出
）
に
対
し

て「
負
担（
税
・
社
会
保
険
料
）」が
低
く
、

高
齢
化
に
伴
う
社
会
保
障
の
給
付
と
国

民
負
担
の
関
係
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

国
民
全
体
で
議
論
し
て
い
く
必
要
が
あ

20
歳
未
満
の

喫
煙
防
止
等
の
取
組

　
沖
縄
県
社
会
教
育
関
係
団
体
等
連
絡

会
の
主
催
に
よ
る
「
沖
縄
県
社
会
教
育

関
係
団
体
等
連
絡
会
・
高
校
生
・
関
連

企
業
　
共
同
ア
ピ
ー
ル
２
０
２
３
」
が
、

７
月
13
日
に
実
施
さ
れ
、
当
局
も
参
加

し
ま
し
た
。

　
本
活
動
は
、
青
少
年
健
全
育
成
の
一

環
と
し
て
県
民
総
ぐ
る
み
で
「
地
域
の

子
は
地
域
で
守
り
育
て
る
」
気
運
を
高

め
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
安
全
で

安
心
に
過
ご
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を

目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　
今
年
度
は
、
高
校
生
が
中
心
と
な
っ

た
活
動
と
し
て
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま

で
の
各
年
代
を
対
象
に
、
20
歳
未
満
の

喫
煙
防
止
や
受
動
喫
煙
の
恐
ろ
し
さ
、

薬
物
使
用
防
止
等
を
訴
え
る
ポ
ス
タ
ー
・

チ
ラ
シ
を
高
校
生
が
制
作
し
、
当
日
、

参
加
し
た
４
つ
の
高
校
か
ら
ポ
ス
タ
ー
・

チ
ラ
シ
の
内
容
の
紹
介
、
展
示
が
あ
り

ま
し
た
。

　
当
局
で
は
、
20
歳
未
満
の
喫
煙
防
止

等
に
向
け
、
引
き
続
き
、
関
係
団
体
と

連
携
を
図
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
財
務
部
理
財
課
で
は
、
財
政
融
資
資

金
の
貸
し
手
と
し
て
、
地
方
公
共
団
体

の
債
務
償
還
能
力
や
資
金
繰
り
の
状
況

に
つ
い
て
、
分
析
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

い
、
結
果
概
要
（
診
断
表
）
を
交
付
す

る
「
地
方
公
共
団
体
の
財
務
状
況
把
握
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
伊
是
名
村
か
ら
の
要
望
を
受

け
て
、
６
月
29
日
に
同
村
役
場
に
お
い

て
財
務
状
況
に
関
す
る
勉
強
会
を
実
施

し
ま
し
た
。
勉
強
会
に
は
、
財
政
担
当

お
問
合
せ
先

財
務
部
　
理
財
課

「
地
域
課
題
解
決
サ
ポ
ー
ト
窓
口
」

☎
０
９
８ 

ー 

８
６
６ 

ー 

０
０
９
２

お
問
合
せ
先

財
務
部
　
財
務
課
（
地
域
連
携
担
当
）　

☎
0
9
8 

ー 

8
6
6 

ー 

0
0
9
1

お
問
合
せ
先

財
務
部
　
理
財
課

☎
０
９
８
ー

８
６
６
ー

０
０
９
２

る
こ
と
を
説
明
し
た
上
で
、
一
人
ひ
と

り
が
予
算
の
使
い
方
を
真
剣
に
考
え
、

ど
の
よ
う
に
財
政
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ

て
い
く
か
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
な
こ

と
と
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
の
使
い
方
を
見
直
そ
う
と

思
っ
た
」、「
財
政
の
現
状
に
つ
い
て
、

普
段
勉
強
し
て
い
る
こ
と
を
振
り
返
る

こ
と
が
で
き
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
た
」
等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　
財
務
部
の
出
前
講
座
に
つ
い
て
は
、

左
記
連
絡
先
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲授業の様子 ▲財務部職員による説明の様子

▲高校生によるポスターの紹介

制作されたポスターの一例▶

〜
団
体
の
財
務
状
況
の
分
析
や

　収
支
改
善
取
組
事
例
を
紹
介
〜

勉強会の様子

課
や
事
業
担
当
課
の
職
員
が
参
加
し
、

理
財
課
の
担
当
者
か
ら
同
村
の
財
務
状

況
の
分
析
結
果
を
説
明
し
た
ほ
か
、
他

の
市
町
村
が
取
り
組
ん
で
い
る
収
支
改

善
事
例
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
村
の
財
政
状
況
に

つ
い
て
、
財
政
担
当
課
だ
け
で
は
な
く

村
全
体
で
共
有
し
、
各
課
で
取
り
組
め

る
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」

な
ど
の
意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
財
務
部
理
財
課
で
は
、
今
後
も
財
務

状
況
に
関
す
る
勉
強
会
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
常
設

の
「
地
域
課
題

解
決
サ
ポ
ー
ト

窓
口
」
を
設
置

し
て
、
地
方
公

共
団
体
の
健
全

な
財
政
維
持
に

向
け
積
極
的
に

支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

勉強会資料
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No.5

仕事の仕事の

窓
ご存知ですか？

環境保全型農業の種類と
マークについて

　
農
林
水
産
省
は
、
食
料
・
農
林
水
産

業
が
直
面
す
る
課
題
に
対
応
し
環
境
へ

の
負
荷
が
少
な
い
持
続
可
能
な
食
料
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
く
た
め
「
み
ど

り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
を
策
定
し
、

２
０
５
０
年
度
ま
で
に
耕
地
面
積
に
占

め
る
有
機
農
業
の
取
組
面
積
を
25
％（
約

１
０
０
万
ha
）
に
拡
大
す
る
こ
と
な
ど

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、

環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
方
法
で
生
産

さ
れ
た
農
産
物
で
あ
る
こ
と
を
示
す
①

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
マ
ー
ク
、②
特
別
栽
培
農
産

物
、③
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
マ
ー
ク
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
、
内
容
な
ど
を

ご
説
明
し
ま
す
。
環
境
へ
の
負
荷
の
程

度
に
応
じ
て
使
用
で
き
る
も
の
は
異
な

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
マ
ー
ク
・
表

お
問
合
せ
先

農
林
水
産
部

　消
費
・
安
全
課

☎
0
9
8
ー

8
6
6
ー

1
6
7
2

示
の
つ
い
た
農
産
物
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
買
い
物
の
際
な
ど
の
参
考
に
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
１
）
有
機
農
産
物
と
は
？

　
国
内
市
場
に
出
回
る
食
品
・
農
林
水

産
品
の
品
質
や
仕
様
を
一
定
の
範
囲
・

水
準
に
揃
え
る
た
め
に
農
林
水
産
大
臣

が
定
め
る
国
家
規
格
で
あ
る
「
Ｊ
Ａ
Ｓ

規
格
（
日
本
農
林
規
格
）」
の
１
つ
と
し

て
、「
有
機
農
産
物
の
日
本
農
林
規
格
」

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
規
格
で

は
、
有
機
農
産
物
の
生
産
の
原
則
と
生

産
方
法
の
基
準
及
び
名
称
の
表
示
方
法

を
規
定
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
生
産
方

法
の
基
準
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
次
の

３
つ
が
あ
り
ま
す
。

①
た
い
肥
等
で
土
作
り
を
行
い
、
種
ま

き
又
は
植
付
け
前
２
年
以
上
、
原
則

と
し
て
化
学
肥
料
や
農
薬
を
使
用
し

て
い
な
い
田
畑
で
栽
培
す
る
。

②
栽
培
期
間
中
も
原
則
と
し
て
化
学
肥

料
及
び
化
学
農
薬
を
使
用
し
な
い
。

③
遺
伝
子
組
換
え
種
苗
を
使
用
し
な
い
。

（
２
）有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
マ
ー
ク
を
使
用
す
る
に
は
？

　
農
林
水
産
大
臣
の
登
録
を
受
け
た「
登

録
認
定
機
関
」
に
対
し
て
、
有
機
農
産

物
の
生
産
者
が
認
定
の
申
請
を
行
い
ま

す
。
申
請
を
受
け
た
登
録
認
定
機
関
は
、

書
類
審
査
及
び
実
地
検
査
を
行
い
、
条

件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
に
「
認
定
事

業
者
」
と
し
て
認
定
し
ま
す
。
そ
し
て
、

認
定
を
受
け
た
生
産
者
は
、
自
ら
生
産

し
た
農
産
物
を
格
付
け
し
、
有
機
Ｊ
Ａ

Ｓ
マ
ー
ク
を
貼
付
け
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

（
３
）
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
マ
ー
ク
の
意
味
は
？

　
太
陽
と
雲
と
植
物
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

マ
ー
ク
で
す
。
農
薬
や
化
学
肥
料
な
ど

に
頼
ら
ず
に
、
自
然
界
の
力
で
生
産
さ

れ
た
食
品
を
表
し
て
お
り
、
農
産
物
や

畜
産
物
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
を
原
料
と
し

た
加
工
食
品
に
も
使
用
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。

　
な
お
、「
有
機
Ｊ
Ａ

Ｓ
マ
ー
ク
」が
付
さ
れ

た
も
の
で
な
け
れ
ば
、

「
有
機
」、「
オ
ー
ガ
ニッ

ク
」又
は
こ
れ
ら
と
紛

ら
わ
し
い
表
示
を
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

（
１
）
特
別
栽
培
農
産
物
と
は
？

　
農
林
水
産
省
が
定
め
る
「
特
別
栽
培

農
産
物
に
係
る
表
示
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

に
基
づ
き
、
そ
の
農
産
物
が
生
産
さ
れ

た
地
域
の
慣
行
レ
ベ
ル
（
各
地
域
の
一

般
的
な
対
象
農
薬
及
び
化
学
肥
料
の
使

用
状
況
）
と
比
べ
て
、

①
対
象
農
薬
の
使
用
回
数
が
５
割
以
下

②
使
用
し
た
化
学
肥
料
の
窒
素
成
分
量

が
５
割
以
下

と
い
う
２
つ
の
要
件
の
双
方
を
満
た
す

栽
培
方
法
に
よ
り
生
産
さ
れ
た
農
産
物

を
い
い
ま
す
。

（
２
）特
別
栽
培
農
産
物
の
表
示
内
容
は
？

　
条
件
を
満
た
す
農
産
物
に
つ
い
て
は
、

①
特
別
栽
培
農
産
物
又
は
「
特
別
栽
培

〇
〇
」（
〇
〇
は
農
産
物
の
名
称
）、

②
節
減
対
象
農
薬
・
当
地
比
〇
割
減
、

化
学
肥
料
（
窒
素
成
分
）・
△
割
減
、

③
栽
培
責
任
者
の
氏
名
又
は
名
称
、
住

所
及
び
連
絡
先

④
確
認
責
任
者
の
氏
名
又
は
名
称
、
住

所
及
び
連
絡
先

を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、

②
に
つ
い
て
、
農
薬
等
不
使
用
の
場
合

は
、
事
実
に
即
し
て
「
農
薬
・
栽
培
期

間
中
不
使
用
」、「
節
減
対
象
農
薬
、
栽

培
期
間
中
不
使
用
」、「
化
学
肥
料
（
窒

素
成
分
）・
栽
培
期
間
中
不
使
用
」
な
ど

と
表
示
し
ま
す
。

　
ま
た
、
節
減
対
象
農
薬
を
使
用
し
て

い
る
場
合
は
、
使
用
状
況
を
表
示
し
ま

す
。
容
器
・
包
装
な
ど
に
表
示
で
き
な
い

場
合
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
の
情
報

の
入
手
方
法
を
表
示
し
ま
す
。

・
沖
縄
県
の
特
別
栽
培
農
産
物
の
認
証

に
つ
い
て

　「
特
別
栽
培
農
産
物
に
係
る
表
示
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
て
適
切
な
栽
培
及

び
出
荷
の
管
理
等
が
な
さ
れ
て
い
る
か

確
認
が
行
わ
れ
、沖
縄
県
知
事
か
ら
「
沖

縄
県
特
別
栽
培
農
産
物
」
と
し
て
認
証

を
受
け
た
農
産
物
の
容
器
包
装
等
に
は
、

沖
縄
県
の
認
証
マ
ー
ク
を
貼
付
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

・
沖
縄
県
の
特
別
栽
培
農
産
物
認
証

マ
ー
ク
の
意
味
は
？

　
沖
縄
県
の
特
別
栽
培
農
産
物
の
認
証

マ
ー
ク
は
、芽
生
え
る
「
芽
」
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
す
。
環
境
保
全

に
関
わ
る
「
芽
生
え
」、
農
家
を
育
成
す

る
「
芽
生
え
」、
生
産
者
自
身
も
特
別
栽

培
農
産
物
を
届
け
る
責
任
の
「
芽
生
え
」

と
い
っ
た
様
々
な
芽
生
え
の
気
持
ち
を

象
徴
化
し
て
い
ま
す
。

「
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
マ
ー
ク
」に
つ
い
て

１

「
特
別
栽
培
農
産
物
の
表
示
」に
つ
い
て

２

（
１
）
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
と
は
？

　「
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
食
料
シ
ス
テ

ム
の
確
立
の
た
め
の
環
境
負
担
低
減
事

業
活
動
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に

基
づ
き
、
沖
縄
県
知
事
か
ら
「
環
境
負

荷
低
減
事
業
実
施
計
画
」
の
認
定
を
受

け
、
か
つ
そ
の
計
画
の
中
で
化
学
肥
料

窒
素
成
分
及
び
化
学
農
薬
を
慣
行
基
準

よ
り
約
３
割
以
上
低
減
す
る
と
し
て
い

る
農
業
者
等
は
、「
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
」

の
愛
称
、
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
マ
ー
ク
を

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
７
月
１
日
に
廃
止

さ
れ
た
「
持
続
性
の
高
い
農
業
生
産
方

式
の
導
入
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
に

基
づ
き
沖
縄
県
知
事
の
認
定
を
受
け
た

農
業
者
等
も
、
認
定
期
間
終
了
ま
で
は

「
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
」
の
愛
称
と
エ
コ

フ
ァ
ー
マ
ー
マ
ー
ク
を
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

（
２
）エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
マ
ー
ク
の
意
味
は
？

　「
ｅ
ｃ
ｏ
」
の
文
字
と
「
地
球
」・「
∞
」

を
モ
チ
ー
フ
に
、
環
境
へ
の
負
荷
が
少

な
い
農
業
に
取
り
組
む
農
業
者
の
積
極

的
な
姿
勢
と
広
が
り
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
ま
す
。「
笑
顔
」
は
地
球
環
境
へ
の
や

さ
し
さ
や
農
産
物
の
「
安
心
感
」、「
親

し
み
や
す
さ
」
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
認
定
を
受
け
、

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
マ
ー
ク
の
使
用
届
出

を
沖
縄
県
へ
提
出
し
た
農
業
者
等
は
、

認
定
を
受
け
た
環
境
負
荷
低
減
事
業
活

「
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
マ
ー
ク
」に
つ
い
て

３

参 

考

特別栽培農産物の表示例

※表示例

①
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
マ
ー
ク

②
特
別
栽
培
農
産
物

③
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
マ
ー
ク

慣
行
の

５
割
以
上
低
減

慣
行
の

３
割
以
上
低
減

使
用
し
て
い
な
い

有機JASマーク

沖縄県の特別栽培農産物の認証マーク

〈各マーク・表示の化学肥料・農薬の使用の大まかな目安〉

動
計
画
に
基
づ
き
生
産
さ
れ
た
農
産
物

に
関
す
る
シ
ー
ル
、包
装
容
器
・
包
装
箱
、

チ
ラ
シ
、
ワ
ッ
ペ
ン
、
名
刺
等
に
マ
ー

ク
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

エコファーマーマーク

※

１
　
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

※

２
　
沖
縄
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
沖
縄
県
特
別
栽
培

農
産
物
出
荷
認
証
一
覧
（
令
和
５
年
６
月
19
日
時

点
））
よ
り

※

３
　
沖
縄
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
人
と
環
境
に
や
さ

し
い
お
き
な
わ
農
業
推
進
プ
ラ
ン
）
よ
り

※

４
　
令
和
５
年
４
月
よ
り
環
境
と
調
和
の
と
れ
た

食
料
シ
ス
テ
ム
の
確
立
の
た
め
の
環
境
負
担
低
減
事

業
活
動
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律 

第
２
条
第
４
項

第
１
号
の
規
定
に
よ
る
、
認
定
申
請
の
受
付
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

（
参
考
）
沖
縄
に
お
け
る
認
定
件
数

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
業
者
　
78
件
　

　
　
　 

（
令
和
５
年
３
月
31
日
）※

１

特
別
栽
培
農
産
物
　
37
件

　
　
　 

（
令
和
５
年
６
月
19
日
）※

２

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
（
累
計
）
９
９
９
件

　
　
（
令
和
４
年
３
月
31
日
）※

３※

４
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No.5

仕事の仕事の

窓
ご存知ですか？

環境保全型農業の種類と
マークについて

　
農
林
水
産
省
は
、
食
料
・
農
林
水
産

業
が
直
面
す
る
課
題
に
対
応
し
環
境
へ

の
負
荷
が
少
な
い
持
続
可
能
な
食
料
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
く
た
め
「
み
ど

り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
を
策
定
し
、

２
０
５
０
年
度
ま
で
に
耕
地
面
積
に
占

め
る
有
機
農
業
の
取
組
面
積
を
25
％（
約

１
０
０
万
ha
）
に
拡
大
す
る
こ
と
な
ど

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、

環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
方
法
で
生
産

さ
れ
た
農
産
物
で
あ
る
こ
と
を
示
す
①

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
マ
ー
ク
、②
特
別
栽
培
農
産

物
、③
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
マ
ー
ク
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
、
内
容
な
ど
を

ご
説
明
し
ま
す
。
環
境
へ
の
負
荷
の
程

度
に
応
じ
て
使
用
で
き
る
も
の
は
異
な

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
マ
ー
ク
・
表

お
問
合
せ
先

農
林
水
産
部

　消
費
・
安
全
課

☎
0
9
8
ー

8
6
6
ー

1
6
7
2

示
の
つ
い
た
農
産
物
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
買
い
物
の
際
な
ど
の
参
考
に
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
１
）
有
機
農
産
物
と
は
？

　
国
内
市
場
に
出
回
る
食
品
・
農
林
水

産
品
の
品
質
や
仕
様
を
一
定
の
範
囲
・

水
準
に
揃
え
る
た
め
に
農
林
水
産
大
臣

が
定
め
る
国
家
規
格
で
あ
る
「
Ｊ
Ａ
Ｓ

規
格
（
日
本
農
林
規
格
）」
の
１
つ
と
し

て
、「
有
機
農
産
物
の
日
本
農
林
規
格
」

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
規
格
で

は
、
有
機
農
産
物
の
生
産
の
原
則
と
生

産
方
法
の
基
準
及
び
名
称
の
表
示
方
法

を
規
定
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
生
産
方

法
の
基
準
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
次
の

３
つ
が
あ
り
ま
す
。

①
た
い
肥
等
で
土
作
り
を
行
い
、
種
ま

き
又
は
植
付
け
前
２
年
以
上
、
原
則

と
し
て
化
学
肥
料
や
農
薬
を
使
用
し

て
い
な
い
田
畑
で
栽
培
す
る
。

②
栽
培
期
間
中
も
原
則
と
し
て
化
学
肥

料
及
び
化
学
農
薬
を
使
用
し
な
い
。

③
遺
伝
子
組
換
え
種
苗
を
使
用
し
な
い
。

（
２
）有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
マ
ー
ク
を
使
用
す
る
に
は
？

　
農
林
水
産
大
臣
の
登
録
を
受
け
た「
登

録
認
定
機
関
」
に
対
し
て
、
有
機
農
産

物
の
生
産
者
が
認
定
の
申
請
を
行
い
ま

す
。
申
請
を
受
け
た
登
録
認
定
機
関
は
、

書
類
審
査
及
び
実
地
検
査
を
行
い
、
条

件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
に
「
認
定
事

業
者
」
と
し
て
認
定
し
ま
す
。
そ
し
て
、

認
定
を
受
け
た
生
産
者
は
、
自
ら
生
産

し
た
農
産
物
を
格
付
け
し
、
有
機
Ｊ
Ａ

Ｓ
マ
ー
ク
を
貼
付
け
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

（
３
）
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
マ
ー
ク
の
意
味
は
？

　
太
陽
と
雲
と
植
物
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

マ
ー
ク
で
す
。
農
薬
や
化
学
肥
料
な
ど

に
頼
ら
ず
に
、
自
然
界
の
力
で
生
産
さ

れ
た
食
品
を
表
し
て
お
り
、
農
産
物
や

畜
産
物
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
を
原
料
と
し

た
加
工
食
品
に
も
使
用
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。

　
な
お
、「
有
機
Ｊ
Ａ

Ｓ
マ
ー
ク
」が
付
さ
れ

た
も
の
で
な
け
れ
ば
、

「
有
機
」、「
オ
ー
ガ
ニッ

ク
」又
は
こ
れ
ら
と
紛

ら
わ
し
い
表
示
を
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

（
１
）
特
別
栽
培
農
産
物
と
は
？

　
農
林
水
産
省
が
定
め
る
「
特
別
栽
培

農
産
物
に
係
る
表
示
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

に
基
づ
き
、
そ
の
農
産
物
が
生
産
さ
れ

た
地
域
の
慣
行
レ
ベ
ル
（
各
地
域
の
一

般
的
な
対
象
農
薬
及
び
化
学
肥
料
の
使

用
状
況
）
と
比
べ
て
、

①
対
象
農
薬
の
使
用
回
数
が
５
割
以
下

②
使
用
し
た
化
学
肥
料
の
窒
素
成
分
量

が
５
割
以
下

と
い
う
２
つ
の
要
件
の
双
方
を
満
た
す

栽
培
方
法
に
よ
り
生
産
さ
れ
た
農
産
物

を
い
い
ま
す
。

（
２
）特
別
栽
培
農
産
物
の
表
示
内
容
は
？

　
条
件
を
満
た
す
農
産
物
に
つ
い
て
は
、

①
特
別
栽
培
農
産
物
又
は
「
特
別
栽
培

〇
〇
」（
〇
〇
は
農
産
物
の
名
称
）、

②
節
減
対
象
農
薬
・
当
地
比
〇
割
減
、

化
学
肥
料
（
窒
素
成
分
）・
△
割
減
、

③
栽
培
責
任
者
の
氏
名
又
は
名
称
、
住

所
及
び
連
絡
先

④
確
認
責
任
者
の
氏
名
又
は
名
称
、
住

所
及
び
連
絡
先

を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、

②
に
つ
い
て
、
農
薬
等
不
使
用
の
場
合

は
、
事
実
に
即
し
て
「
農
薬
・
栽
培
期

間
中
不
使
用
」、「
節
減
対
象
農
薬
、
栽

培
期
間
中
不
使
用
」、「
化
学
肥
料
（
窒

素
成
分
）・
栽
培
期
間
中
不
使
用
」
な
ど

と
表
示
し
ま
す
。

　
ま
た
、
節
減
対
象
農
薬
を
使
用
し
て

い
る
場
合
は
、
使
用
状
況
を
表
示
し
ま

す
。
容
器
・
包
装
な
ど
に
表
示
で
き
な
い

場
合
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
の
情
報

の
入
手
方
法
を
表
示
し
ま
す
。

・
沖
縄
県
の
特
別
栽
培
農
産
物
の
認
証

に
つ
い
て

　「
特
別
栽
培
農
産
物
に
係
る
表
示
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
て
適
切
な
栽
培
及

び
出
荷
の
管
理
等
が
な
さ
れ
て
い
る
か

確
認
が
行
わ
れ
、沖
縄
県
知
事
か
ら
「
沖

縄
県
特
別
栽
培
農
産
物
」
と
し
て
認
証

を
受
け
た
農
産
物
の
容
器
包
装
等
に
は
、

沖
縄
県
の
認
証
マ
ー
ク
を
貼
付
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

・
沖
縄
県
の
特
別
栽
培
農
産
物
認
証

マ
ー
ク
の
意
味
は
？

　
沖
縄
県
の
特
別
栽
培
農
産
物
の
認
証

マ
ー
ク
は
、芽
生
え
る
「
芽
」
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
す
。
環
境
保
全

に
関
わ
る
「
芽
生
え
」、
農
家
を
育
成
す

る
「
芽
生
え
」、
生
産
者
自
身
も
特
別
栽

培
農
産
物
を
届
け
る
責
任
の
「
芽
生
え
」

と
い
っ
た
様
々
な
芽
生
え
の
気
持
ち
を

象
徴
化
し
て
い
ま
す
。

「
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
マ
ー
ク
」に
つ
い
て

１

「
特
別
栽
培
農
産
物
の
表
示
」に
つ
い
て

２

（
１
）
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
と
は
？

　「
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
食
料
シ
ス
テ

ム
の
確
立
の
た
め
の
環
境
負
担
低
減
事

業
活
動
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に

基
づ
き
、
沖
縄
県
知
事
か
ら
「
環
境
負

荷
低
減
事
業
実
施
計
画
」
の
認
定
を
受

け
、
か
つ
そ
の
計
画
の
中
で
化
学
肥
料

窒
素
成
分
及
び
化
学
農
薬
を
慣
行
基
準

よ
り
約
３
割
以
上
低
減
す
る
と
し
て
い

る
農
業
者
等
は
、「
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
」

の
愛
称
、
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
マ
ー
ク
を

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
７
月
１
日
に
廃
止

さ
れ
た
「
持
続
性
の
高
い
農
業
生
産
方

式
の
導
入
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
に

基
づ
き
沖
縄
県
知
事
の
認
定
を
受
け
た

農
業
者
等
も
、
認
定
期
間
終
了
ま
で
は

「
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
」
の
愛
称
と
エ
コ

フ
ァ
ー
マ
ー
マ
ー
ク
を
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

（
２
）エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
マ
ー
ク
の
意
味
は
？

　「
ｅ
ｃ
ｏ
」
の
文
字
と
「
地
球
」・「
∞
」

を
モ
チ
ー
フ
に
、
環
境
へ
の
負
荷
が
少

な
い
農
業
に
取
り
組
む
農
業
者
の
積
極

的
な
姿
勢
と
広
が
り
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
ま
す
。「
笑
顔
」
は
地
球
環
境
へ
の
や

さ
し
さ
や
農
産
物
の
「
安
心
感
」、「
親

し
み
や
す
さ
」
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
認
定
を
受
け
、

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
マ
ー
ク
の
使
用
届
出

を
沖
縄
県
へ
提
出
し
た
農
業
者
等
は
、

認
定
を
受
け
た
環
境
負
荷
低
減
事
業
活

「
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
マ
ー
ク
」に
つ
い
て

３

参 

考

特別栽培農産物の表示例

※表示例

①
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
マ
ー
ク

②
特
別
栽
培
農
産
物

③
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
マ
ー
ク

慣
行
の

５
割
以
上
低
減

慣
行
の

３
割
以
上
低
減

使
用
し
て
い
な
い

有機JASマーク

沖縄県の特別栽培農産物の認証マーク

〈各マーク・表示の化学肥料・農薬の使用の大まかな目安〉

動
計
画
に
基
づ
き
生
産
さ
れ
た
農
産
物

に
関
す
る
シ
ー
ル
、包
装
容
器
・
包
装
箱
、

チ
ラ
シ
、
ワ
ッ
ペ
ン
、
名
刺
等
に
マ
ー

ク
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

エコファーマーマーク

※

１
　
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

※

２
　
沖
縄
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
沖
縄
県
特
別
栽
培

農
産
物
出
荷
認
証
一
覧
（
令
和
５
年
６
月
19
日
時

点
））
よ
り

※

３
　
沖
縄
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
人
と
環
境
に
や
さ

し
い
お
き
な
わ
農
業
推
進
プ
ラ
ン
）
よ
り

※

４
　
令
和
５
年
４
月
よ
り
環
境
と
調
和
の
と
れ
た

食
料
シ
ス
テ
ム
の
確
立
の
た
め
の
環
境
負
担
低
減
事

業
活
動
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律 

第
２
条
第
４
項

第
１
号
の
規
定
に
よ
る
、
認
定
申
請
の
受
付
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

（
参
考
）
沖
縄
に
お
け
る
認
定
件
数

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
業
者
　
78
件
　

　
　
　 

（
令
和
５
年
３
月
31
日
）※

１

特
別
栽
培
農
産
物
　
37
件

　
　
　 

（
令
和
５
年
６
月
19
日
）※

２

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
（
累
計
）
９
９
９
件

　
　
（
令
和
４
年
３
月
31
日
）※

３※

４
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No.6

仕事の仕事の

窓身近な原料を使った
肥料の利用拡大に向けて

　
農
作
物
を
栽
培
す
る
際
に
使
用
す
る

肥
料
の
身
近
な
原
料
と
し
て
、
下
水
汚

泥
、
し
尿
汚
泥
、
食
品
残
さ
等
を
脱
水
、

乾
燥
、
腐
熟
、
焼
成
し
た
、「
汚
泥
肥
料
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
身
近
な
原
料

は
、
昨
今
の
国
際
情
勢
の
変
化
や
、
化

学
肥
料
の
価
格
高
騰
な
ど
食
料
シ
ス
テ

ム
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
す
る
中
で
、

持
続
的
な
資
源
と
し
て
現
在
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。

　
肥
料
を
生
産
す
る
際
に
は
農
林
水
産

大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
の
登
録
を
受

け
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
安
全
性
を
確
保
し
品
質
を
保
つ

た
め
に
、
肥
料
の
種
類
に
応
じ
て
「
含

有
す
べ
き
主
成
分
の
最
小
量
」、「
含
有

を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の
最
大
量
」、「
そ

の
他
の
制
限
事
項
」
の
項
目
な
ど
を
定

め
た「
公
定
規
格
」が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
規
格
に
適
合
す
る
も
の
だ
け
が
肥

料
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
、
豆
腐
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
飲
料

等
の
食
品
工
場
由
来
の
食
品
残
さ
を
原

料
と
し
て
汚
泥
発
酵
肥
料
を
生
産
し
て

い
る
大
城
有
機
肥
料
の
大
城
代
表
へ
現

状
な
ど
お
聞
き
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま

す
。

【
大
城
有
機
肥
料

　大
城
代
表
】

　
平
成
20
年
頃
か
ら
、
汚
泥
発
酵
肥
料

を
生
産
、
販
売
し
て
い
ま
す
。
当
初
は

汚
泥
肥
料
の
名
称
を
説
明
す
る
の
に
苦

労
し
た
が
、
今
は
購
入
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
農
業
生
産
者
の
理
解
も
進
み
、

リ
ピ
ー
ト
し
て
使
用
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
県
内
各
地
で
こ
の
よ
う
な
肥
料
を
生

産
し
て
い
る
と
思
う
の
で
、
環
境
へ
の

配
慮
と
い
っ
た
点
で
今
後
、
使
用
が
広

が
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、
沖
縄
で

の
農
業
の
生
産
は
病
害
虫
、
雑
草
対
策

な
ど
の
労
力
が
大
変
だ
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
今
後
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
や
特
別

栽
培
な
ど
環
境
に
優
し
い
農
業
生
産
が

広
が
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
で
す
。

お
問
合
せ
先

農
林
水
産
部
　
消
費
・
安
全
課
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仕事の仕事の

窓

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
令
和
５
年

６
月
26
日
（
月
）
に
「
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
戦
略
関
係
事
業
者
向
け
説
明

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
農
林
水
産
省
で
は
、
生
産
者
の
減
少
・

高
齢
化
や
地
球
温
暖
化
に
代
表
さ
れ
る

環
境
問
題
な
ど
、
食
料
・
農
林
水
産
業

が
直
面
す
る
課
題
に
対
応
し
、
環
境
へ

の
負
荷
が
少
な
い
持
続
的
な
食
料
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
る
た
め
、「
み
ど
り
の
食

料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
本
戦
略
に
基
づ
き
、
中
長
期
的
な
観

点
か
ら
、
有
機
農
業
の
拡
大
、
化
学
農

薬
の
使
用
量
削
減
等
の
環
境
負
荷
低
減

の
取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
化
学
肥
料
・
化
学
農
薬
の
使

用
量
を
削
減
す
る
な
ど
、
環
境
負
荷
低

減
に
取
り
組
む
農
業
者
・
事
業
者
に
税

制
特
例
な
ど
の
支
援
措
置
を
講
じ
る
認

定
制
度
（
み
ど
り
認
定
）
が
、
令
和
５

年
度
か
ら
本
格
的
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
本
説
明
会
で
は
、
認
定
の
手
続
き
、

メ
リ
ッ
ト
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹
介
す
る農林水産省担当者

からの説明

説明会全体の様子

と
と
も
に
、
農
林
水
産
分
野
に
お
い
て

も
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
を
図
る

観
点
か
ら
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削

減
量
を
国
が
認
証
し
て
売
買
可
能
と
す

る
Ｊ

─

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
う
ち
農
林

水
産
分
野
で
実
施
可
能
な
取
組
に
つ
い

て
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
説
明
に
関

連
し
て
参
加
者
か
ら
は
、
バ
イ
オ
マ
ス

の
活
用
や
営
農
型
太
陽
光
発
電
な
ど
に

関
す
る
質
問
を
い
た
だ
く
な
ど
高
い
関

心
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
局
で
は
、
今
後
も
食
料
・
農
林
水

産
業
に
お
け
る
環
境
負
荷
の
低
減
を
図

る
た
め
「
み
ど
り

の
食
料
シ
ス
テ
ム
」

に
基
づ
く
取
組
を

推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
み
ど
り
認

定
や
農
林
水
産
分

野
に
お
け
る
Ｊ

─

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度

に
つ
い
て
ご
質
問

な
ど
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に

お
問
合
せ
先
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
先

農
林
水
産
部
　
生
産
振
興
課
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仕事の仕事の

窓

「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略

関
係
事
業
者
向
け
説
明
会
」を

開
催
し
ま
し
た

「
消
費
者
の
部
屋 

夏
休
み

特
別
講
座
親
子
見
学
バ
ス

ツ
ア
ー
」を
開
催
し
ま
し
た

農林水産業で活用が想定される
Ｊｰクレジット制度の取組の例

○牛・豚・ブロイラーへのアミノ
酸バランス改善飼料の給餌
○家畜排せつ物管理方法の変更
○バイオ炭の農地施用
○再生可能エネルギー・省エネル
ギー設備の導入

　
沖
縄
総
合
事
務
局
「
消
費
者
の
部
屋
」

で
は
、
若
い
世
代
を
中
心
と
す
る
消
費

者
の
皆
様
に
、
農
林
水
産
業
の
生
産
現

場
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
、
令
和
５
年
７
月
21
日
（
金
）
に
、

小
学
生
の
親
子
連
れ
の
方
を
対
象
に「
夏

休
み
特
別
講
座
　
親
子
見
学
バ
ス
ツ

ア
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
親
子
６
組
、
合
計
21
名
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
い
つ
も
家
庭

や
学
校
給
食
で
飲
ん
で
い
る
牛
乳
に
つ

い
て
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
ず

牛
乳
工
場
の
見
学
を
行
い
、
牛
乳
の
製

造
方
法
に
つ
い
て
工
場
の
方
か
ら
教
え

て
い
た
だ
い
た
あ
と
、
出
来
た
て
の
牛

乳
を
試
飲
し
ま
し
た
。
新
鮮
な
牛
乳
を

手
に
す
る
子
供
た
ち
の
喜
ぶ
顔
が
見
ら

牧場見学の様子

参加者が牛乳を飲む様子

れ
ま
し
た
。
続
い
て
の
牧
場
見
学
で
は
、

乳
牛
の
大
き
さ
に
緊
張
し
て
い
る
子
供

も
い
ま
し
た
が
、
少
し
ず
つ
慣
れ
て
き

た
よ
う
で
、
乳
牛
の
生
態
に
つ
い
て
の

牧
場
長
の
説
明
を
熱
心
に
聞
い
て
い
ま

し
た
。

　
今
回
の
ツ
ア
ー
を
通
し
て
、
牛
乳
を

も
っ
と
好
き
に
な
っ
た
方
が
一
人
で
も

増
え
て
い
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。「
消
費
者

の
部
屋
」
で
は
、
今
後
も
農
林
水
産
業

に
関
す
る
情
報
発
信
を
し
て
い
き
ま
す

の
で
局
Ｈ
Ｐ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

お
問
合
せ
先

農
林
水
産
部
　
消
費
・
安
全
課
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原料となる食品残さ①

原料となる食品残さ②

汚泥肥料 袋詰めした汚泥肥料

　
当
局
で
も
、「
汚
泥
肥
料
」
に
対
す
る

農
業
者
や
消
費
者
の
イ
メ
ー
ジ
改
善
、

未
利
用
資
源
の
地
域
へ
の
循
環
の
Ｐ
Ｒ

な
ど
、
地
域
の
理
解
の
促
進
に
向
け
て

引
き
続
き
事
例
の
紹
介
な
ど
情
報
発
信

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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仕事の仕事の

窓身近な原料を使った
肥料の利用拡大に向けて

　
農
作
物
を
栽
培
す
る
際
に
使
用
す
る

肥
料
の
身
近
な
原
料
と
し
て
、
下
水
汚

泥
、
し
尿
汚
泥
、
食
品
残
さ
等
を
脱
水
、

乾
燥
、
腐
熟
、
焼
成
し
た
、「
汚
泥
肥
料
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
身
近
な
原
料

は
、
昨
今
の
国
際
情
勢
の
変
化
や
、
化

学
肥
料
の
価
格
高
騰
な
ど
食
料
シ
ス
テ

ム
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
す
る
中
で
、

持
続
的
な
資
源
と
し
て
現
在
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。

　
肥
料
を
生
産
す
る
際
に
は
農
林
水
産

大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
の
登
録
を
受

け
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
安
全
性
を
確
保
し
品
質
を
保
つ

た
め
に
、
肥
料
の
種
類
に
応
じ
て
「
含

有
す
べ
き
主
成
分
の
最
小
量
」、「
含
有

を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の
最
大
量
」、「
そ

の
他
の
制
限
事
項
」
の
項
目
な
ど
を
定

め
た「
公
定
規
格
」が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
規
格
に
適
合
す
る
も
の
だ
け
が
肥

料
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
、
豆
腐
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
飲
料

等
の
食
品
工
場
由
来
の
食
品
残
さ
を
原

料
と
し
て
汚
泥
発
酵
肥
料
を
生
産
し
て

い
る
大
城
有
機
肥
料
の
大
城
代
表
へ
現

状
な
ど
お
聞
き
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま

す
。

【
大
城
有
機
肥
料

　大
城
代
表
】

　
平
成
20
年
頃
か
ら
、
汚
泥
発
酵
肥
料

を
生
産
、
販
売
し
て
い
ま
す
。
当
初
は

汚
泥
肥
料
の
名
称
を
説
明
す
る
の
に
苦

労
し
た
が
、
今
は
購
入
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
農
業
生
産
者
の
理
解
も
進
み
、

リ
ピ
ー
ト
し
て
使
用
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
県
内
各
地
で
こ
の
よ
う
な
肥
料
を
生

産
し
て
い
る
と
思
う
の
で
、
環
境
へ
の

配
慮
と
い
っ
た
点
で
今
後
、
使
用
が
広

が
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、
沖
縄
で

の
農
業
の
生
産
は
病
害
虫
、
雑
草
対
策

な
ど
の
労
力
が
大
変
だ
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
今
後
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
や
特
別

栽
培
な
ど
環
境
に
優
し
い
農
業
生
産
が

広
が
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
で
す
。

お
問
合
せ
先

農
林
水
産
部
　
消
費
・
安
全
課
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仕事の仕事の

窓

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
令
和
５
年

６
月
26
日
（
月
）
に
「
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
戦
略
関
係
事
業
者
向
け
説
明

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
農
林
水
産
省
で
は
、
生
産
者
の
減
少
・

高
齢
化
や
地
球
温
暖
化
に
代
表
さ
れ
る

環
境
問
題
な
ど
、
食
料
・
農
林
水
産
業

が
直
面
す
る
課
題
に
対
応
し
、
環
境
へ

の
負
荷
が
少
な
い
持
続
的
な
食
料
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
る
た
め
、「
み
ど
り
の
食

料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
本
戦
略
に
基
づ
き
、
中
長
期
的
な
観

点
か
ら
、
有
機
農
業
の
拡
大
、
化
学
農

薬
の
使
用
量
削
減
等
の
環
境
負
荷
低
減

の
取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
化
学
肥
料
・
化
学
農
薬
の
使

用
量
を
削
減
す
る
な
ど
、
環
境
負
荷
低

減
に
取
り
組
む
農
業
者
・
事
業
者
に
税

制
特
例
な
ど
の
支
援
措
置
を
講
じ
る
認

定
制
度
（
み
ど
り
認
定
）
が
、
令
和
５

年
度
か
ら
本
格
的
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
本
説
明
会
で
は
、
認
定
の
手
続
き
、

メ
リ
ッ
ト
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹
介
す
る農林水産省担当者

からの説明

説明会全体の様子

と
と
も
に
、
農
林
水
産
分
野
に
お
い
て

も
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
を
図
る

観
点
か
ら
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削

減
量
を
国
が
認
証
し
て
売
買
可
能
と
す

る
Ｊ

─

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
う
ち
農
林

水
産
分
野
で
実
施
可
能
な
取
組
に
つ
い

て
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
説
明
に
関

連
し
て
参
加
者
か
ら
は
、
バ
イ
オ
マ
ス

の
活
用
や
営
農
型
太
陽
光
発
電
な
ど
に

関
す
る
質
問
を
い
た
だ
く
な
ど
高
い
関

心
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
局
で
は
、
今
後
も
食
料
・
農
林
水

産
業
に
お
け
る
環
境
負
荷
の
低
減
を
図

る
た
め
「
み
ど
り

の
食
料
シ
ス
テ
ム
」

に
基
づ
く
取
組
を

推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
み
ど
り
認

定
や
農
林
水
産
分

野
に
お
け
る
Ｊ

─

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度

に
つ
い
て
ご
質
問

な
ど
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に

お
問
合
せ
先
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
先

農
林
水
産
部
　
生
産
振
興
課
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仕事の仕事の

窓

「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略

関
係
事
業
者
向
け
説
明
会
」を

開
催
し
ま
し
た

「
消
費
者
の
部
屋 

夏
休
み

特
別
講
座
親
子
見
学
バ
ス

ツ
ア
ー
」を
開
催
し
ま
し
た

農林水産業で活用が想定される
Ｊｰクレジット制度の取組の例

○牛・豚・ブロイラーへのアミノ
酸バランス改善飼料の給餌
○家畜排せつ物管理方法の変更
○バイオ炭の農地施用
○再生可能エネルギー・省エネル
ギー設備の導入

　
沖
縄
総
合
事
務
局
「
消
費
者
の
部
屋
」

で
は
、
若
い
世
代
を
中
心
と
す
る
消
費

者
の
皆
様
に
、
農
林
水
産
業
の
生
産
現

場
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
、
令
和
５
年
７
月
21
日
（
金
）
に
、

小
学
生
の
親
子
連
れ
の
方
を
対
象
に「
夏

休
み
特
別
講
座
　
親
子
見
学
バ
ス
ツ

ア
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
親
子
６
組
、
合
計
21
名
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
い
つ
も
家
庭

や
学
校
給
食
で
飲
ん
で
い
る
牛
乳
に
つ

い
て
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
ず

牛
乳
工
場
の
見
学
を
行
い
、
牛
乳
の
製

造
方
法
に
つ
い
て
工
場
の
方
か
ら
教
え

て
い
た
だ
い
た
あ
と
、
出
来
た
て
の
牛

乳
を
試
飲
し
ま
し
た
。
新
鮮
な
牛
乳
を

手
に
す
る
子
供
た
ち
の
喜
ぶ
顔
が
見
ら

牧場見学の様子

参加者が牛乳を飲む様子

れ
ま
し
た
。
続
い
て
の
牧
場
見
学
で
は
、

乳
牛
の
大
き
さ
に
緊
張
し
て
い
る
子
供

も
い
ま
し
た
が
、
少
し
ず
つ
慣
れ
て
き

た
よ
う
で
、
乳
牛
の
生
態
に
つ
い
て
の

牧
場
長
の
説
明
を
熱
心
に
聞
い
て
い
ま

し
た
。

　
今
回
の
ツ
ア
ー
を
通
し
て
、
牛
乳
を

も
っ
と
好
き
に
な
っ
た
方
が
一
人
で
も

増
え
て
い
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。「
消
費
者

の
部
屋
」
で
は
、
今
後
も
農
林
水
産
業

に
関
す
る
情
報
発
信
を
し
て
い
き
ま
す

の
で
局
Ｈ
Ｐ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

お
問
合
せ
先

農
林
水
産
部
　
消
費
・
安
全
課

☎
０
９
８ 

ー 

８
６
６ 

ー 

１
６
７
２

原料となる食品残さ①

原料となる食品残さ②

汚泥肥料 袋詰めした汚泥肥料

　
当
局
で
も
、「
汚
泥
肥
料
」
に
対
す
る

農
業
者
や
消
費
者
の
イ
メ
ー
ジ
改
善
、

未
利
用
資
源
の
地
域
へ
の
循
環
の
Ｐ
Ｒ

な
ど
、
地
域
の
理
解
の
促
進
に
向
け
て

引
き
続
き
事
例
の
紹
介
な
ど
情
報
発
信

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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に
対
し
て
解

決
方
法
を
提

案
し
ま
し

た
。
有
限
会

社
ウ
エ
ス
ト

マ
リ
ン
、
株

式
会
社
み
や

ぎ
農
園
、
株

式
会
社
赤
マ

ル
ソ
ウ
の
３

者
に
対
し
、

那
覇
４
ふ
頭
同
時
フ
ェ
ス
の
開
催
と
統

合
型
リ
ゾ
ー
ト
（
Ｉ
Ｒ
）
の
提
案
や
、

夏
季
・
冬
季
で
異
な
る
メ
ニ
ュ
ー
の
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
に
よ
る
新
た
な
事
業
と
広
報

戦
略
、
米
国
展
開
を
見
据
え
た
米
軍
基

地
向
け
の
新
し
い
切
り
口
の
新
商
品
提

案
等
、
学
生
な
ら
で
は
の
情
報
や
視
点

を
取
り
入
れ
た
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　
新
技
術
・
新
製
品
の
開
発
や
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
等
、
地
域
の
発
展
を
担
う
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
役
割
は
益
々

重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
中
小
企
業
の
魅
力
を
発
信
し
、
地

域
経
済
の
成
長
に
つ
な
が
る
よ
う
、
当

局
で
は
今
後
も
各
関
係
機
関
と
連
携
し
、

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
支
援
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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仕事の仕事の

窓
中小企業の日・中小企業魅力発信月間イベント

「中小企業魅力発見フェア
～元気な中小企業が共創で未来をつくる～」

を開催しました

　
７
月
は
「
中
小
企
業
魅
力
発
信
月
間
」

で
す
！
日
本
の
全
企
業
数
の
約
99
％
、

沖
縄
で
は
99.9
％
が
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
で
す
。
中
小
企
業
庁
で
は
、
中

小
企
業
の
存
在
意
義
や
魅
力
等
に
関
す

る
正
し
い
理
解
を
広
く
醸
成
す
る
た
め
、

７
月
の
１
ヶ
月
間
を
「
中
小
企
業
魅
力

発
信
月
間
」、中
小
企
業
基
本
法
の
公
布
・

施
行
日
で
あ
る
７
月
20
日
を
「
中
小
企

業
の
日
」
と
定
め
、
各
地
域
に
て
官
民

で
集
中
的
に
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
に
関
連
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
当
局
で
は
、
７
月
20
日
（
木
）
に
ア

イ
ム
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
て
だ
こ
ホ
ー
ル
「
小

ホ
ー
ル
」
に
て
、
沖
縄
県
中
小
企
業
家

同
友
会
、
沖
縄
県
、
独
立
行
政
法
人
中

小
企
業
基
盤
整
備
機
構
沖
縄
事
務
所
と

共
催
で
、「
中
小
企
業
魅
力
発
見
フ
ェ
ア

〜
元
気
な
中
小
企
業
が
共
創
で
未
来
を

つ
く
る
〜
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
イ
ベ
ン
ト
で
は
、「
中
小
企
業
の
力
、

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
企
業
の
魅
力

発
信
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
、
株
式
会
社

ノ
イ
ズ
・
バ
リ
ュ
ー
社
の
青
木
元
様
と

株
式
会
社
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
・
ジ
ャ
パ

ン
島
袋
武
志
様
に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
及
び
、
中
小
企
業
の
魅
力
を
活

か
し
て
大
学
生
が
取
り
組
ん
だ
中
小
企

業
の
課
題
解
決
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し

た
。
併
せ
て
、
約
10
社
が
来
場
者
に
向

け
て
ビ
ジ
ネ
ス
ピ
ッ
チ
及
び
展
示
会
を

行
い
、
参
加
企
業
だ
け
で
な
く
学
生
に

対
し
て
も
積
極
的
に
そ
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
た
。

　
中
小
企
業
の
課
題
解
決
に
向
け
た
発

表
で
は
、
沖
縄
国
際
大
学
の
学
生
が
事

前
に
企
業
を
訪
問
し
、
経
営
者
に
ヒ
ア

リ
ン
グ
し
た
う
え
で
、
各
企
業
の
課
題

お
問
合
せ
先

経
済
産
業
部
　
中
小
企
業
課

☎
０
９
８ 

ー 

８
６
６ 

ー 

１
７
５
５

※DEEokinawaとは、「知れば知るほどラビリンス」をテーマに、これまで
の観光情報では取り上げられないようなディープで沖縄らしいオモシロ
やフシギを沖縄在住ライターが独自目線で紹介する沖縄情報ポータル
サイト。

　局報「群星」が今年発刊５０年の節目を迎えることを記念して、沖縄の日常に潜む地元特有の面白さを発見発信し
続けている「DEEokinawa」とのコラボ企画を実施しています。これまであまり気づかなかった、沖縄の面白さにつ
いて、楽しく紹介していきますので、ご期待ください。

× なか
ゆくい

　2023年8月10日、沖縄都市モノレールは開業20年の節目
を迎え、ついにゆいレールが３両編成になったらしい。ゆい
レールが沖縄を走ってもう20年…。親戚の子供を見ている
ような成長っぷりは感慨深いものがある。というわけで、今
回はかつて行われたゆいレールの公式キャラクター「ゆっ
ぴー」のタンカーユーエー※についてご紹介したいと思う。

　2014年9月3日、沖縄県庁1Fのホールでゆっぴーの1歳の
誕生祝い＋タンカーユーエーの儀式が行われた。タンカー
ユーエーの場に並べられたのはタンカーユーエーの定番であ
るご飯、そろばん、お金、筆、本、そして<<OKICA（オキカ）
>>。なんとなく作為的なラインナップである（ちなみにこ
のタンカーユーエー時点ではOKICAはまだゆいレールでは
使えず、同年10月20日から利用ができるようになった）。

　そしてタンカーユーエーの場にゆっぴーが姿を現した。今
でこそ、そこそこ認知されているゆっぴーだが、当時はイラス
トしか存在せず、着ぐるみ3次元の姿での登場はこの場が初
だった。ゆっぴーがタンカーユーエーで選んだのは…
　<<やはりOKICA>>。さすがゆいレールの申し子ゆっ
ぴー。1歳にしてきちんとゆいレールのPRを忘れていなかっ
た。こうして大盛況のうちにタンカーユーエーの宴は終わっ
たのであった。

　現在、ゆっぴーの年齢は10歳。成長を遂げる沖縄都市モ
ノレールとともにこれからもすくすくと育って盛大な十三祝
いをして欲しいと思う。

ゆいレールキャラクター「ゆっぴー」のその昔

トークセッション（左から株式会社ファンファー
レ・ジャパンの島袋武志様、株式会社ノイズ・バ
リュー社の青木元様）

学生発表の講評の様子

※タンカーユーエー
　沖縄で満1歳の子供が行う通過儀礼。赤飯、筆、本、お金、そろばんなど
を子供に選ばせて、何を選ぶかでその子の将来を占うというもの
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仕事の仕事の

窓

No.11

仕事の仕事の

窓

　
四
面
を
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
我
が
国

は
、
輸
出
入
貨
物
の
大
部
分
を
海
上
輸

送
に
頼
る
な
ど
様
々
な
形
で
海
と
深
く

関
わ
っ
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。「
海
の

日
」
は
、
こ
の
よ
う
な
海
の
恩
恵
に
感

謝
し
、
海
を
大
切
に
す
る
心
を
育
む
こ

と
を
目
的
に
平
成
８
年
に
制
定
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
「
海
の
日
」
の
意
義
を
広

く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
７
月
を

「
海
の
月
間
」
と
し
、
全
国
各
地
に
お
い

て
多
彩
な
行
事
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

当
局
に
お
い
て
も
「
海
事
関
係
功
労
者

表
彰
式
典
」
及
び
「
中
学
生
海
の
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品
の
展
示
」
を
行

い
ま
し
た
。

　
７
月
25
日
に
那
覇
市
内
の
ホ
テ
ル
に

て
『
令
和
５
年
「
海
の
日
」
海
事
関
係

功
労
者
表
彰
式
典
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
個
人
５
名
、
団
体
１
者
に
対
し
沖
縄

総
合
事
務
局
長
表
彰
の
授
与
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、「
令
和
５
年
度
　
第
60
回

中
学
生
海
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
受
賞

者
へ
の
表
彰
も
行
い
、
沖
縄
総
合
事
務

局
長
賞
（
金
賞
）
受
賞
の
石
垣
市
立
石

垣
中
学
校
３
年
池
間
真
琉
子
さ
ん
を
は

じ
め
、
10
名
の
中
学
生
を
表
彰
し
ま
し

た
。

お
問
合
せ
先

運
輸
部
　
総
務
運
航
課

☎
0
9
8
ー

8
6
6
ー

1
8
3
６

お
問
合
せ
先

開
発
建
設
部
　
管
理
課

☎
0
9
8
ー

8
6
6
ー

1
9
0
1

No.12

仕事の仕事の

窓
バングラデシュ、ラオス、
ネパール国家公務員との

国際交流
～山口大学大学院経済学研究科
 「沖縄研修出前講座」観光まちづくり座談会～

　
山
口
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
は
、

政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の
開
発
途

上
国
人
材
育
成
事
業
の
一
環
と
し
て
、

ア
ジ
ア
諸
国
の
公
務
員
人
材
開
発
に
協

力
し
、
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ラ
オ
ス
、

ネ
パ
ー
ル
の
行
政
機
関
、
教
育
機
関
か

ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
皆
様
が
、
ご
来
局

し
ま
し
た
。

　
座
談
会
で
は
、
運
輸
部
観
光
課
職
員

よ
り
、
観
光
庁
の
観
光
立
国
実
現
に
向

け
た
事
業
や
観
光
政
策
の
紹
介
に
加
え
、

那
覇
市
首
里
で
行
政
と
地
域
団
体
が
協

働
で
活
動
し
て
い
る
観
光
ま
ち
づ
く
り

事
例
を
紹
介
し
、
意
見
交
換
・
座
談
会

を
行
い
ま
し
た
。

　
留
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
各
々
の
国
で

国
家
公
務
員
を
務
め
て
お
り
、
地
域
経

済
の
発
展
に
お
い
て
、
観
光
行
政
の
果

た
す
役
割
や
地
域
活
性
化
の
取
組
事
例

に
興
味
を
示
し
、
ま
た
、
当
局
観
光
課

職
員
も
様
々
な
気
づ
き
を
得
て
、
大
変

有
意
義
な
座
談
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
沖
縄
総
合
観
光
施
策
推
進
室
で
は
、

引
き
続
き
、
産
学
官
で
の
連
携
体
制
を

構
築
し
、
沖
縄
観
光
振
興
に
資
す
る
取

組
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

お
問
合
せ
先

沖
縄
総
合
観
光
施
策
推
進
室

☎
0
9
8 

ー 

8
6
6 

ー 

1
8
１
２

（
運
輸
部
企
画
室
・
観
光
課
内
）

２
０
２
３
年

『
海
の
月
間
』に
つ
い
て

〜
海
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
の
取
組
を
行
い
ま
し
た
〜

　
令
和
５
年
７
月
19
日
（
水
）
に
、「
令
和

４
年
度
沖
縄
総
合
事
務
局
開
発
建
設
部
所
管

事
業
優
良
業
者
・
優
秀
技
術
者
表
彰
式
」
を

行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
開
発
建
設
部
所
管
事
業
の
円
滑
か

つ
適
正
な
実
施
の
確
保
と
技
術
の
向
上
等
に

資
す
る
た
め
、
他
の
業
者
の
模
範
と
し
て
推

奨
に
値
す
る
者
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　
令
和
４
年
度
に
完
了
し
た
工
事
１
４
２
件

及
び
業
務
２
１
０
件
の
中
か
ら
、
以
下
の
各

部
門
で
特
に
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
た
、

優
良
業
者
13
社
及
び
優
秀
技
術
者
14
名
に
対

し
、
局
長
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

「
令
和
４
年
度

沖
縄
総
合
事
務
局
開
発
建
設
部

所
管
事
業
優
良
業
者・優
秀
技
術
者

表
彰
式
」を
行
い
ま
し
た
。

海の絵画コンクール受賞作品展示

式辞（田中局長）

講評（河南次長） 表彰された皆様（局長表彰）

沖縄総合事務局長表彰の受賞者とC to Sea
プロジェクトご当地アンバサダー

中
学
生
海
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞

作
品
の
展
示

海
事
関
係
功
労
者
表
彰
式
典

　
８
月
15
日
か
ら
22

日
に
か
け
て
、
当
局

１
階
行
政
情
報
プ
ラ

ザ
に
お
い
て
、「
中

学
生
海
の
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
」
受
賞
作
品

（
10
作
品
）
の
展
示

を
行
い
ま
し
た
。

去る７月、山口大学より、大学院留学生の沖縄研修の一部として、観光行政の出前講座受入の
ご相談があり、「沖縄総合観光施策推進室」にご来局いただき座談会を実施いたしました。

●
優
良
施
工
工
事
部
門

 

 

５
社

●
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
部
門

  

１
社

●
安
全
施
工
工
事
部
門

 

 

３
社

●
優
良
業
務
部
門

 

 

４
社

●
優
秀
工
事
技
術
者
部
門

  

４
名

●
優
秀
業
務
技
術
者
部
門

  

４
名

●
若
手
優
秀
技
術
者
︵
工
事
部
門
︶
４
名

●
若
手
優
秀
技
術
者
︵
業
務
部
門
︶
２
名
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No.10

仕事の仕事の

窓

No.11

仕事の仕事の

窓

　
四
面
を
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
我
が
国

は
、
輸
出
入
貨
物
の
大
部
分
を
海
上
輸

送
に
頼
る
な
ど
様
々
な
形
で
海
と
深
く

関
わ
っ
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。「
海
の

日
」
は
、
こ
の
よ
う
な
海
の
恩
恵
に
感

謝
し
、
海
を
大
切
に
す
る
心
を
育
む
こ

と
を
目
的
に
平
成
８
年
に
制
定
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
「
海
の
日
」
の
意
義
を
広

く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
７
月
を

「
海
の
月
間
」
と
し
、
全
国
各
地
に
お
い

て
多
彩
な
行
事
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

当
局
に
お
い
て
も
「
海
事
関
係
功
労
者

表
彰
式
典
」
及
び
「
中
学
生
海
の
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品
の
展
示
」
を
行

い
ま
し
た
。

　
７
月
25
日
に
那
覇
市
内
の
ホ
テ
ル
に

て
『
令
和
５
年
「
海
の
日
」
海
事
関
係

功
労
者
表
彰
式
典
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
個
人
５
名
、
団
体
１
者
に
対
し
沖
縄

総
合
事
務
局
長
表
彰
の
授
与
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、「
令
和
５
年
度
　
第
60
回

中
学
生
海
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
受
賞

者
へ
の
表
彰
も
行
い
、
沖
縄
総
合
事
務

局
長
賞
（
金
賞
）
受
賞
の
石
垣
市
立
石

垣
中
学
校
３
年
池
間
真
琉
子
さ
ん
を
は

じ
め
、
10
名
の
中
学
生
を
表
彰
し
ま
し

た
。

お
問
合
せ
先

運
輸
部
　
総
務
運
航
課

☎
0
9
8
ー

8
6
6
ー

1
8
3
６

お
問
合
せ
先

開
発
建
設
部
　
管
理
課

☎
0
9
8
ー

8
6
6
ー

1
9
0
1

No.12

仕事の仕事の

窓
バングラデシュ、ラオス、
ネパール国家公務員との

国際交流
～山口大学大学院経済学研究科
 「沖縄研修出前講座」観光まちづくり座談会～

　
山
口
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
は
、

政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の
開
発
途

上
国
人
材
育
成
事
業
の
一
環
と
し
て
、

ア
ジ
ア
諸
国
の
公
務
員
人
材
開
発
に
協

力
し
、
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ラ
オ
ス
、

ネ
パ
ー
ル
の
行
政
機
関
、
教
育
機
関
か

ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
皆
様
が
、
ご
来
局

し
ま
し
た
。

　
座
談
会
で
は
、
運
輸
部
観
光
課
職
員

よ
り
、
観
光
庁
の
観
光
立
国
実
現
に
向

け
た
事
業
や
観
光
政
策
の
紹
介
に
加
え
、

那
覇
市
首
里
で
行
政
と
地
域
団
体
が
協

働
で
活
動
し
て
い
る
観
光
ま
ち
づ
く
り

事
例
を
紹
介
し
、
意
見
交
換
・
座
談
会

を
行
い
ま
し
た
。

　
留
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
各
々
の
国
で

国
家
公
務
員
を
務
め
て
お
り
、
地
域
経

済
の
発
展
に
お
い
て
、
観
光
行
政
の
果

た
す
役
割
や
地
域
活
性
化
の
取
組
事
例

に
興
味
を
示
し
、
ま
た
、
当
局
観
光
課

職
員
も
様
々
な
気
づ
き
を
得
て
、
大
変

有
意
義
な
座
談
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
沖
縄
総
合
観
光
施
策
推
進
室
で
は
、

引
き
続
き
、
産
学
官
で
の
連
携
体
制
を

構
築
し
、
沖
縄
観
光
振
興
に
資
す
る
取

組
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

お
問
合
せ
先

沖
縄
総
合
観
光
施
策
推
進
室

☎
0
9
8 
ー 
8
6
6 

ー 

1
8
１
２

（
運
輸
部
企
画
室
・
観
光
課
内
）

２
０
２
３
年

『
海
の
月
間
』に
つ
い
て

〜
海
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
の
取
組
を
行
い
ま
し
た
〜

　
令
和
５
年
７
月
19
日
（
水
）
に
、「
令
和

４
年
度
沖
縄
総
合
事
務
局
開
発
建
設
部
所
管

事
業
優
良
業
者
・
優
秀
技
術
者
表
彰
式
」
を

行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
開
発
建
設
部
所
管
事
業
の
円
滑
か

つ
適
正
な
実
施
の
確
保
と
技
術
の
向
上
等
に

資
す
る
た
め
、
他
の
業
者
の
模
範
と
し
て
推

奨
に
値
す
る
者
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　
令
和
４
年
度
に
完
了
し
た
工
事
１
４
２
件

及
び
業
務
２
１
０
件
の
中
か
ら
、
以
下
の
各

部
門
で
特
に
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
た
、

優
良
業
者
13
社
及
び
優
秀
技
術
者
14
名
に
対

し
、
局
長
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

「
令
和
４
年
度

沖
縄
総
合
事
務
局
開
発
建
設
部

所
管
事
業
優
良
業
者・優
秀
技
術
者

表
彰
式
」を
行
い
ま
し
た
。

海の絵画コンクール受賞作品展示

式辞（田中局長）

講評（河南次長） 表彰された皆様（局長表彰）

沖縄総合事務局長表彰の受賞者とC to Sea
プロジェクトご当地アンバサダー

中
学
生
海
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞

作
品
の
展
示

海
事
関
係
功
労
者
表
彰
式
典

　
８
月
15
日
か
ら
22

日
に
か
け
て
、
当
局

１
階
行
政
情
報
プ
ラ

ザ
に
お
い
て
、「
中

学
生
海
の
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
」
受
賞
作
品

（
10
作
品
）
の
展
示

を
行
い
ま
し
た
。

去る７月、山口大学より、大学院留学生の沖縄研修の一部として、観光行政の出前講座受入の
ご相談があり、「沖縄総合観光施策推進室」にご来局いただき座談会を実施いたしました。

●
優
良
施
工
工
事
部
門

 

 

５
社

●
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
部
門

  

１
社

●
安
全
施
工
工
事
部
門

 

 

３
社

●
優
良
業
務
部
門

 

 

４
社

●
優
秀
工
事
技
術
者
部
門

  

４
名

●
優
秀
業
務
技
術
者
部
門

  

４
名

●
若
手
優
秀
技
術
者
︵
工
事
部
門
︶
４
名

●
若
手
優
秀
技
術
者
︵
業
務
部
門
︶
２
名
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仕事の仕事の

窓
９月は自賠責制度
広報・啓発期間です！
～なくそう。うっかり更新忘れ。～

　
国
土
交
通
省
及
び
沖
縄
総
合
事
務
局

運
輸
部
で
は
、
令
和
５
年
９
月
１
日
か

ら
９
月
30
日
ま
で
の
１
ヶ
月
間
を
「
自

賠
責
制
度
広
報
・
啓
発
期
間
」
と
位
置

付
け
、
自
賠
責
制
度
の
重
要
性
や
役

割
、
無
保
険
車
運
行
の
違
法
性
等
に
つ

い
て
広
報
・
啓
発
活
動
を
実
施
し
、
自

賠
責
保
険
へ
の
加
入
促
進
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
年
間
を
通
し
て
監
視
活
動
を

行
い
、
警
察
と
連
携
し
た
街
頭
取
締
り

活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
小
さ
く
て
小
回
り
の
き
く
バ
イ
ク
は

手
軽
な
移
動
手
段
と
し
て
よ
く
利
用
さ

れ
、
軽
二
輪
（
排
気
量
２
５
０
cc
以
下

の
バ
イ
ク
）
・
原
動
機
付
自
転
車
が
人

気
で
す
。

お
問
合
せ
先

運
輸
部
　
陸
上
交
通
課

☎
0
9
8 

ー 

8
6
6 

ー 

1
8
3
6

お
問
合
せ
先

運
輸
部
　
車
両
安
全
課

☎
0
9
8 

ー 

8
6
6 

ー 

1
8
３
７

　
し
か
し
、
軽
二
輪
・
原
動
機
付
自
転

車
は
車
検
制
度
が
な
い
こ
と
か
ら
、
自

賠
責
保
険
・
共
済
の
有
効
期
限
切
れ
に

気
づ
か
ず
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
は
、
４
５
，
５
１
３
台

中
、
１
，
７
５
１
台
に
自
賠
責
保
険
の

有
効
期
限
切
れ
の
疑
い
が
あ
る
と
し

て
、
「
通
知
書
」
を
交
付
し
ま
し
た
。

　
自
賠
責
保
険
・
共
済
制
度
に
つ
い

て
、
従
前
よ
り
広
報
・
啓
発
に
努
め
て

い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
無
保
険
・

無
共
済
車
に
よ
る
事
故
が
後
を
絶
た
な

い
こ
と
か
ら
、
よ
り
積
極
的
に
広
報
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

No.1４

仕事の仕事の

窓
安全なくるま社会
実現のために

～９月・10月は「自動車点検整備推進運動強化月間」～

　
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
に
は
、
自
動
車
の

不
具
合
に
よ
る
事
故
の
防
止
や
環
境
保

全
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
自
動

車
の
点
検
・
整
備
（
日
常
点
検
・
定
期

点
検
等
）
の
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
十
分
に
実
施
さ
れ
て
い
る

と
は
言
い
が
た
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

沖
縄
総
合
事
務
局
運
輸
部
で
は
、
自
動

車
ユ
ー
ザ
ー
の
保
守
管
理
意
識
を
高
め
、

適
切
な
点
検
・
整
備
が
実
施
さ
れ
る
よ

う
、
自
動
車
点
検
整
備
推
進
運
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
マ
イ

カ
ー
（
定
員
10
人
以
下
の
乗
用
車
）
の

定
期
点
検
は
、
１
年
ご
と
に
行
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
の
上

部
左
側
に
貼
っ
て
あ
る
丸
い
ス
テ
ッ

カ
ー
（
点
検
整
備
済
ス
テ
ッ
カ
ー
）
が

定
期
点
検
の
期
限
と
な
り
ま
す
の
で
、

再
度
、
ご
使
用
さ
れ
て
い
る
自
動
車
の

ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
の
上
部
に
あ
る
四

角
い
ス
テ
ッ
カ
ー
（
検
査
標
章
）
は
車

検
の
期
限
と
な
り
ま
す
。

「
自
動
車
点
検
整
備
推
進
運
動
」と
は
？

　
沖
縄
総
合
事
務
局
運
輸
部
で
は
、
点

検
・
整
備
の
必
要
性
、
大
型
自
動
車
に

関
す
る
適
切
な
点
検
・
整
備
の
実
施
方

法
、
エ
コ
整
備
（
点
検
・
整
備
に
よ
る

Ｃ
Ｏ
２
削
減
効
果
を
い
う
。）
を
積
極
的

に
啓
発
す
る
た
め
、
９
月
・
10
月
を
「
自

動
車
点
検
整
備
推
進
運
動
強
化
月
間
」

と
し
、
関
係
機
関
及
び
関
係
団
体
の
協

力
を
得
な
が
ら
本
運
動
を
展
開
し
、
自

動
車
ユ
ー
ザ
ー
に
適
切
な
点
検
・
整
備

の
実
施
の
必
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
う

よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
主
な
実
施
事
項
】

①
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲

載
及
び
チ
ラ
シ
配
布
等
に
よ
る
周
知

活
動

②
整
備
管
理
者
研
修
、
自
動
車
検
査
員

研
修
、
整
備
主
任
者
研
修
等
の
機
会

を
活
用
し
て
、
受
講
者
に
対
し
、
本

運
動
の
趣
旨
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、

点
検
・
整
備
の
必
要
性
や
重
要
性
を

啓
発

③
街
頭
検
査
等
の
機
会
を
活
用
し
て
、

自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
等
に
対
し
て
点
検
・

整
備
の
必
要
性
を
強
く
訴
え
、
確
実

に
実
施
す
る
よ
う
呼
び
か
け
る

本運動の取組や日常点検の実施方法をご紹介しています

http://www.tenken-seibi.com
自動車点検整備推進協議会HP

http://www.tenken-seibi.com/m/s/index.html
クルマの愛情点検チェックガイド

www.tenken-seibi.com/m/s/index.html

日常点検や定期点検はクルマのトラブルを防ぐだけではなく、地球温暖化の原因であるCO2の削減にもつながります。
特に、長くご使用のクルマには、細やかな点検が欠かせません。日頃からクルマの健康管理を心がけましょう。

日常点検

定期点検

日頃、自動車を使用している中で、走行距離や運行状態などから判断し、
適切な時期に点検を行うことが必要です。チェックしてみましょう。

定期点検は、安全確保・環境保護の観点から、自家用乗用車については、
1年ごとに実施しなければなりません。

車検（自動車の検査）は、安全・環境面で国が定める基準に適合しているかどうかを一定の
期間ごとに確認するものであり、次の検査までの安全性等を保証するものではありません。
したがって、使用者は日常点検整備や定期点検整備を確実に実施するとともに、使用に応じた
適切な保守管理を行う必要があります。

リザーバ・タンク内の液量が規定の範囲（上限ラインと下限ラインとの間）にあるかを点検します。

エンジンに付いているオイル・レベルゲージを抜きとり、付着しているオイルを拭き取ってからゲージをいっぱい
に差し込み、再度抜き取った際にオイルの量がオイル・レベルゲージにより示された範囲内にあるかを点検します。

バッテリ液の量が規定の範囲（上限ラインと下限ラインとの間）にあるかを、車両を揺らすなどして点検します。

エンジンスイッチを入れ、ランプ類の点灯・点滅具合が不良でないか、レンズなどに汚れや損傷がないかを
点検します。

タイヤの亀裂や損傷の有無、タイヤに異物が付着したりかみ込んだりしていないかを入念に点検します。

タイヤの溝の深さが十分であることを、接地面のスリップ・サインを目印に点検します。スリップ・サインは、タイ
ヤ側面の三角マークのある位置の接地面に現れます。

タイヤの接地部のたわみ具合を確認して、タイヤの空気圧が規定の範囲内であるかを点検します。

エンジンが速やかに始動しスムーズに回転するか、またエンジン始動時やアイドリング状態で、異音がないかを点
検します。

ウインド・ウォッシャ液を噴射させ、ワイパーの作動範囲に噴射されるかを点検します。

ブレーキ・ペダルをいっぱいに踏み込んだとき、床板とのすき間（踏み残りしろ）や踏みごたえが適当であるかを
点検します。

駐車ブレーキをいっぱいに引いた（踏んだ）とき、引きしろ（踏みしろ）が多すぎたり、少なすぎたりしないかを点検
します。

エンジンを暖機させた状態でアイドリング時の回転がスムーズに続くか、また、エンジンを徐々に加速したとき、ア
クセル・ペダルに引っかかりがないか、スムーズに回転するかを走行するなどして点検します。

ワイパーを作動させ、低速および高速の各作動が不良でないか、ウインド・ウォッシャ液がきれいに拭き取れるか
を点検します。

ウインド・ウォッシャ液の量が適当かを点検します。

リザーバ・タンク内の液量が規定の範囲（上限ラインと下限ラインとの間）にあるかを点検します。

※自家用乗用車の定期点検は、1年ごとに点検を行う項目が細かく決められており、整備のプロにまかせたほうが安心です。
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No.1３

仕事の仕事の

窓
９月は自賠責制度
広報・啓発期間です！
～なくそう。うっかり更新忘れ。～

　
国
土
交
通
省
及
び
沖
縄
総
合
事
務
局

運
輸
部
で
は
、
令
和
５
年
９
月
１
日
か

ら
９
月
30
日
ま
で
の
１
ヶ
月
間
を
「
自

賠
責
制
度
広
報
・
啓
発
期
間
」
と
位
置

付
け
、
自
賠
責
制
度
の
重
要
性
や
役

割
、
無
保
険
車
運
行
の
違
法
性
等
に
つ

い
て
広
報
・
啓
発
活
動
を
実
施
し
、
自

賠
責
保
険
へ
の
加
入
促
進
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
年
間
を
通
し
て
監
視
活
動
を

行
い
、
警
察
と
連
携
し
た
街
頭
取
締
り

活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
小
さ
く
て
小
回
り
の
き
く
バ
イ
ク
は

手
軽
な
移
動
手
段
と
し
て
よ
く
利
用
さ

れ
、
軽
二
輪
（
排
気
量
２
５
０
cc
以
下

の
バ
イ
ク
）
・
原
動
機
付
自
転
車
が
人

気
で
す
。

お
問
合
せ
先

運
輸
部
　
陸
上
交
通
課

☎
0
9
8 

ー 

8
6
6 

ー 

1
8
3
6

お
問
合
せ
先

運
輸
部
　
車
両
安
全
課

☎
0
9
8 

ー 

8
6
6 

ー 

1
8
３
７

　
し
か
し
、
軽
二
輪
・
原
動
機
付
自
転

車
は
車
検
制
度
が
な
い
こ
と
か
ら
、
自

賠
責
保
険
・
共
済
の
有
効
期
限
切
れ
に

気
づ
か
ず
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
は
、
４
５
，
５
１
３
台

中
、
１
，
７
５
１
台
に
自
賠
責
保
険
の

有
効
期
限
切
れ
の
疑
い
が
あ
る
と
し

て
、
「
通
知
書
」
を
交
付
し
ま
し
た
。

　
自
賠
責
保
険
・
共
済
制
度
に
つ
い

て
、
従
前
よ
り
広
報
・
啓
発
に
努
め
て

い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
無
保
険
・

無
共
済
車
に
よ
る
事
故
が
後
を
絶
た
な

い
こ
と
か
ら
、
よ
り
積
極
的
に
広
報
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

No.1４

仕事の仕事の

窓
安全なくるま社会
実現のために

～９月・10月は「自動車点検整備推進運動強化月間」～

　
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
に
は
、
自
動
車
の

不
具
合
に
よ
る
事
故
の
防
止
や
環
境
保

全
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
自
動

車
の
点
検
・
整
備
（
日
常
点
検
・
定
期

点
検
等
）
の
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
十
分
に
実
施
さ
れ
て
い
る

と
は
言
い
が
た
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

沖
縄
総
合
事
務
局
運
輸
部
で
は
、
自
動

車
ユ
ー
ザ
ー
の
保
守
管
理
意
識
を
高
め
、

適
切
な
点
検
・
整
備
が
実
施
さ
れ
る
よ

う
、
自
動
車
点
検
整
備
推
進
運
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
マ
イ

カ
ー
（
定
員
10
人
以
下
の
乗
用
車
）
の

定
期
点
検
は
、
１
年
ご
と
に
行
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
の
上

部
左
側
に
貼
っ
て
あ
る
丸
い
ス
テ
ッ

カ
ー
（
点
検
整
備
済
ス
テ
ッ
カ
ー
）
が

定
期
点
検
の
期
限
と
な
り
ま
す
の
で
、

再
度
、
ご
使
用
さ
れ
て
い
る
自
動
車
の

ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
の
上
部
に
あ
る
四

角
い
ス
テ
ッ
カ
ー
（
検
査
標
章
）
は
車

検
の
期
限
と
な
り
ま
す
。

「
自
動
車
点
検
整
備
推
進
運
動
」と
は
？

　
沖
縄
総
合
事
務
局
運
輸
部
で
は
、
点

検
・
整
備
の
必
要
性
、
大
型
自
動
車
に

関
す
る
適
切
な
点
検
・
整
備
の
実
施
方

法
、
エ
コ
整
備
（
点
検
・
整
備
に
よ
る

Ｃ
Ｏ
２
削
減
効
果
を
い
う
。）
を
積
極
的

に
啓
発
す
る
た
め
、
９
月
・
10
月
を
「
自

動
車
点
検
整
備
推
進
運
動
強
化
月
間
」

と
し
、
関
係
機
関
及
び
関
係
団
体
の
協

力
を
得
な
が
ら
本
運
動
を
展
開
し
、
自

動
車
ユ
ー
ザ
ー
に
適
切
な
点
検
・
整
備

の
実
施
の
必
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
う

よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
主
な
実
施
事
項
】

①
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲

載
及
び
チ
ラ
シ
配
布
等
に
よ
る
周
知

活
動

②
整
備
管
理
者
研
修
、
自
動
車
検
査
員

研
修
、
整
備
主
任
者
研
修
等
の
機
会

を
活
用
し
て
、
受
講
者
に
対
し
、
本

運
動
の
趣
旨
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、

点
検
・
整
備
の
必
要
性
や
重
要
性
を

啓
発

③
街
頭
検
査
等
の
機
会
を
活
用
し
て
、

自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
等
に
対
し
て
点
検
・

整
備
の
必
要
性
を
強
く
訴
え
、
確
実

に
実
施
す
る
よ
う
呼
び
か
け
る

本運動の取組や日常点検の実施方法をご紹介しています

http://www.tenken-seibi.com
自動車点検整備推進協議会HP

http://www.tenken-seibi.com/m/s/index.html
クルマの愛情点検チェックガイド

www.tenken-seibi.com/m/s/index.html

日常点検や定期点検はクルマのトラブルを防ぐだけではなく、地球温暖化の原因であるCO2の削減にもつながります。
特に、長くご使用のクルマには、細やかな点検が欠かせません。日頃からクルマの健康管理を心がけましょう。

日常点検

定期点検

日頃、自動車を使用している中で、走行距離や運行状態などから判断し、
適切な時期に点検を行うことが必要です。チェックしてみましょう。

定期点検は、安全確保・環境保護の観点から、自家用乗用車については、
1年ごとに実施しなければなりません。

車検（自動車の検査）は、安全・環境面で国が定める基準に適合しているかどうかを一定の
期間ごとに確認するものであり、次の検査までの安全性等を保証するものではありません。
したがって、使用者は日常点検整備や定期点検整備を確実に実施するとともに、使用に応じた
適切な保守管理を行う必要があります。

リザーバ・タンク内の液量が規定の範囲（上限ラインと下限ラインとの間）にあるかを点検します。

エンジンに付いているオイル・レベルゲージを抜きとり、付着しているオイルを拭き取ってからゲージをいっぱい
に差し込み、再度抜き取った際にオイルの量がオイル・レベルゲージにより示された範囲内にあるかを点検します。

バッテリ液の量が規定の範囲（上限ラインと下限ラインとの間）にあるかを、車両を揺らすなどして点検します。

エンジンスイッチを入れ、ランプ類の点灯・点滅具合が不良でないか、レンズなどに汚れや損傷がないかを
点検します。

タイヤの亀裂や損傷の有無、タイヤに異物が付着したりかみ込んだりしていないかを入念に点検します。

タイヤの溝の深さが十分であることを、接地面のスリップ・サインを目印に点検します。スリップ・サインは、タイ
ヤ側面の三角マークのある位置の接地面に現れます。

タイヤの接地部のたわみ具合を確認して、タイヤの空気圧が規定の範囲内であるかを点検します。

エンジンが速やかに始動しスムーズに回転するか、またエンジン始動時やアイドリング状態で、異音がないかを点
検します。

ウインド・ウォッシャ液を噴射させ、ワイパーの作動範囲に噴射されるかを点検します。

ブレーキ・ペダルをいっぱいに踏み込んだとき、床板とのすき間（踏み残りしろ）や踏みごたえが適当であるかを
点検します。

駐車ブレーキをいっぱいに引いた（踏んだ）とき、引きしろ（踏みしろ）が多すぎたり、少なすぎたりしないかを点検
します。

エンジンを暖機させた状態でアイドリング時の回転がスムーズに続くか、また、エンジンを徐々に加速したとき、ア
クセル・ペダルに引っかかりがないか、スムーズに回転するかを走行するなどして点検します。
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運　輸　部

No.1５

仕事の仕事の

窓
ダ
っ
サ
！
不
正
改
造

〜
10
月
は「
不
正
改
造
車

　
排
除
強
化
月
間
」〜

　
自
動
車
は
、
生
活
に
欠
か
せ
な
い
移

動
手
段
と
な
っ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、

レ
ジ
ャ
ー
等
の
場
面
に
お
い
て
も
広
く

用
い
ら
れ
る
と
と
も
に
、
ニ
ー
ズ
に
応

じ
て
趣
向
を
凝
ら
し
た
、
様
々
な
部
品

等
が
販
売
さ
れ
て
お
り
、
手
軽
に
取
付

け
等
が
で
き
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、①
タ
イ
ヤ
・
ホ
イ
ー

ル
の
車
体
外
へ
の
は
み
出
し
②
運
転
者

席
・
助
手
席
の
窓
ガ
ラ
ス
へ
の
着
色
フ
ィ

ル
ム
の
貼
付
け
③
灯
火
の
色
が
不
適
切

な
灯
火
器
・
点
滅
や
回
転
す
る
灯
火
等

の
取
り
付
け
・
装
備
が
義
務
付
け
さ
れ

て
い
る
灯
火
器
の
取
外
し
④
マ
フ
ラ
ー

の
切
断
・
取
外
し
及
び
基
準
不
適
合
マ

フ
ラ
ー
の
装
着
⑤
基
準
外
ウ
ィ
ン
グ（
エ

ア
・
ス
ポ
イ
ラ
）
の
取
り
付
け
等
の
不

正
改
造
を
施
さ
れ
た
車
両
が
存
在
し
、

国
民
生
活
の
安
全
・
安
心
を
脅
か
し
て

い
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
①

歩
行
者
に
危
険
を
及
ぼ
す
と
と
も
に
車

体
や
ブ
レ
ー
キ
機
構
へ
の
干
渉
に
よ
り

故
障
・
事
故
の
原
因
と
な
る
②
運
転
者

の
視
界
を
妨
げ
状
況
確
認
が
困
難
と
な

る
③
周
囲
の
交
通
に
誤
認
を
与
え
る
④

周
囲
に
騒
音
を
ま
き
散
ら
し
平
穏
な
生

活
の
破
壊
⑤
他
の
交
通
の
妨
げ
に
つ
な

が
る
た
め
、
禁
止
さ
れ
て
お
り
ま
す
。No.1６

仕事の仕事の

窓

　
６
月
15
日
（
木
）、「
令
和
５
年
度
陸

運
関
係
功
労
者
表
彰
式
」
が
沖
縄
総
合

事
務
局
陸
運
事
務
所
に
お
い
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
本
表
彰
は
、自
動
車
関
係
事
業（
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
・
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
自
動
車

運
送
事
業
や
自
動
車
の
整
備
・
販
売
・

貸
渡
事
業
な
ど
）
に
従
事
す
る
役
職
員

で
永
年
に
わ
た
り
当
該
業
務
に
精
励
す

る
な
ど
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
方
や
ト

ラ
ッ
ク
事
業
に
お
け
る
優
れ
た
安
全
性

の
確
保
の
継
続
に
よ
り
荷
主
や
社
会
へ

貢
献
を
し
た
事
業
所
に
対
し
、
毎
年
行

う
も
の
で
す
。

お
問
合
せ
先

陸
運
事
務
所

☎
0
9
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8
７
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５
１
４
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受賞者（Gマーク）との記念撮影

受賞者（バス事業関係）との記念撮影

令
和
５
年
度

陸
運
関
係
功
労
者

陸
運
事
務
所
長
表
彰
式

人 事 異 動

　
沖
縄
総
合
事
務
局
運
輸
部
で
は
、
こ

れ
ら
不
正
改
造
を
排
除
し
、
車
両
の
安

全
確
保
及
び
環
境
保
全
を
図
る
た
め
、

沖
縄
県
警
察
本
部
、
独
立
行
政
法
人
自

動
車
技
術
総
合
機
構
、
軽
自
動
車
検
査

協
会
、
関
係
機
関
お
よ
び
関
係
団
体
と

協
力
し
て
、「
不
正
改
造
車
を
排
除
す
る

運
動
」
を
展
開
し
、
特
に
10
月
を
強
化

月
間
と
し
て
重
点
的
な
取
組
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　
皆
様
も
こ
の
機
会
に
是
非
、
ど
の
よ

う
な
改
造
が
不
正
改
造
に
な
る
の
か
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
不

正
改
造
と
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

詳
し
い
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら

「w
w
w
.tenken-seibi.com

」

不
正
改
造
車
・
迷
惑
黒
煙
車
を
確
認
し

た
ら
、
右
二
次
元
コ
ー
ド
ま
で
情
報
を

お
寄
せ
下
さ
い
。

「
不
正
改
造
車
・
迷
惑
黒
煙
車
情
報
提
供
窓
口
」

　
今
回
の
表
彰
は
、
事
業
役
員
３
名
、

従
業
員
10
名
、
自
動
車
運
転
者
10
名
、

自
動
車
整
備
士
３
名
、
運
行
管
理
者
２

名
の
計
28
名
と
ト
ラ
ッ
ク
事
業
の
安
全

性
優
良
事
業
所
（
Ｇ
マ
ー
ク
）
４
事
業

所
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

経
済
産
業
部
長

　 な
か
む
ら
　
　
　  こ
う
い
ち
ろ
う

中
村 

浩
一
郎

出身地 宮崎県
略　歴 平成３年通商産業省入省。内閣府沖縄政策・沖縄産業振興担当参事官

を経て現職。
趣　味 色んなところに行くこと。これまで沖縄にも旅行で何回も来ました。
抱　負 これまでは東京から沖縄振興をしておりましたが、これからは現場で、沖

縄の皆様と直接向き合って、業務を進めてまいりたいと思います。

次
長（
開
発
建
設
担
当
）

　 か
ん
な
ん
　
　
　  ま
さ
ゆ
き

河
南 

正
幸

出身地 兵庫県
略　歴 平成３年建設省入省。観光庁観光地域振興課長を経て現職。
趣　味 ゴルフ（数年前に再開）、ドライブ
抱　負 初めての沖縄勤務となりますが、長年携わってきた道路行政では、沖縄

の事業に関わった経験も多々あります。これからは、沖縄の現場において
皆さんとともに、社会基盤の整備・管理を中心に沖縄の振興・発展に力
を尽くしていきたいと思います。

財
務
部
長

　む
ら
か
み
　
　
　
　か
つ
ひ
こ

村
上 

勝
彦

出身地 愛知県
略　歴 平成４年大蔵省入省。財務省中国財務局理財部長を経て現職。
趣　味 鉄道、アニメ
抱　負 ありがたいことに、5年前の沖縄振興局勤務以来、また沖縄のために仕

事ができることとなりました。これまで全国各地の財務局で勤務した経
験も活かしながら、精一杯務めてまいりたいと思いますので、よろしくお
願いいたします。

お
問
合
せ
先

運
輸
部
　
車
両
安
全
課
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内 閣 府 だ よ り

　令和５年８月２日～３日にかけて、「こども霞が関見学デー」が開催されました。
　内閣府沖縄担当部局では、「青い海、白い浜、沖縄！」というテーマを掲げ、黒糖の紹介
やポストカードを作成し、波照間島から届けてもらえるブース等を出展しました。

　令和５年７月26日～27日にかけて、岡田沖縄担当大臣は沖縄県を訪問しました。
　26日には、沖縄経済界の方々の参加を得て、初の試みとなる「強い沖縄経済セミナー
2023」を開催し、冒頭、基調講演を行うとともに、沖縄工業高等専門学校（沖縄高専）、沖
縄科学技術大学院大学（OIST）及び琉球大学の代表者から、「人の育成」、「起業・産学官
連携の促進」及び「跡地の利活用」の三点にそれぞれ焦点を当てたプレゼンテーションを
いただきました。
　また、セミナー前には、沖縄健康医療拠点の建設状況（宜野湾市）や、本年３月に竣工し
た牧志公設市場（那覇市）を視察しました。さらに、翌27日には久米島を訪問し、製糖工場
や車海老養殖場、海洋深層水研究所等を視察するとともに、副町長等との意見交換を行い
ました。

西普天間住宅地区 視察
（宜野湾市）

「強い沖縄経済セミナー2023」 講演
（那覇市）

久米島町　表敬
（久米島町）

夏休みに内閣府を見学「こども霞が関見学デー」

岡 田 大 臣 の 沖 縄 訪 問

2021

お知らせ 2　information

登録を受けるかどうか って、どう判断したらいいの？？　　

～  登録申請手続関係サイトのご紹介  ～

令和5年10月1日から

現在免税事業者の方も、ご自身の事業実態に

合わせて、インボイス発行事業者の登録を受け

るかをご検討ください。

インボイス制度が始まります！

沖 縄 国 税 事 務 所

インボイス制度に関するご質問やご相談は、インボイスコールセンターへ！！
0120-205-553（無料）　受付時間 9：00～17：00（土日祝日を除く）

インボイス制度特設サイト 登録申請手続 作成マニュアル
～e-Tax ソフト（WEB版）～ Q&A

売上先からインボイスの交付を求められるか、検討・確認をしてみましょう
□

□

□

課税事業者である売上先は、仕入税額控除のため、あなたが交付するインボイスが必要です
課税事業者であっても簡易課税制度を選択している売上先は、インボイスが不要です
消費税、免税事業者である売上先は、インボイスが不要です

登録を受けた場合と受けなかった場合について、考えてみましょう
□

□

□

登録を受けた場合は、インボイスが交付でき、課税事業者として消費税の申告が必要です
登録を受けない場合は、インボイスを交付できませんが、課税事業者となる必要はありません
なお、売上先は、経過措置期間は仕入税額の一部が控除できます（経過措置終了後は控除できません）
必要に応じて、取引先（売上先や仕入先）と取引条件の見直しを相談するなども検討しましょう
また、逆に、取引先から相談を受ける場合もあり得ます

◆ 登録を受けるかどうかは事業者の任意です

事業者の皆様、ご検討はお済みですか？

消費税
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